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は じ め に

このプロジェクトは、公益社団法人 国際演劇協会日本センターの活動の原点を知るための

貴重資料をひもとき、日本センターの設立に関するテーマ探求＆アンサーブックと

なるような資料集を発行するプロジェクトです。

1948年に設立されたユネスコ傘下の国際演劇協会

 （ITI：Institut International du Théâtre / International Theatre Institute）は、

「舞台芸術を通じた平和構築」を目指す、舞台芸術関係者の世界的ネットワーク

（本部事務局＝上海・パリ）で、国際演劇協会日本センターは

このネットワークの中で活動する80を超える各国センターのひとつです。

2023年には、国際演劇協会日本センターが企画・編集・発行する

『国際演劇年鑑』（1973年3月創刊）が創刊50周年を迎えました。

これを機に、私たち国際演劇協会日本センターのスタッフは、

当センター設立のそもそものルーツを探り、設立の経緯を詳らかにするとともに、

現在まで続く組織の存在と活動の意義をより明確にしたいと考えました。

当センターには、団体が創設された1951年当時の世界の演劇状況と日本国内の演劇人たちの

動静、政府（外務省、文部省）との折衝の様子などを記録した貴重な資料が保存されています。

これまでほとんど誰の目にも触れることのなかったこの資料群をもとに、戦後から現代に至るまでの

日本の国際演劇交流の創始と展開を位置づけ、

その源流を明らかにしようとするのが、このプロジェクトです。

プロジェクト第１弾は、ITI日本センターが発行する会員向けの会報「ITI 通信」を中心に、

設立の趣旨、ITI日本センターが黎明期の舞台芸術の国際交流に果たした役割をひもときます。

私たちは、このプロジェクトによって、第二次世界大戦以降の「世界の中の日本演劇」の在り方を

検証する試みの小さな第一歩を、ここから始めたいと考えています。

2025年8月15日
戦後80年目の夏に

公益社団法人 国際演劇協会日本センター
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一
九
六
一
年
当
時
の
国
際
演
劇
協
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
国
際
演
劇
協
会
本
部
が
企
画
・
運
営
を
主
導
し
、

世
界
の
国
々
が
参
加
し
た
国
際
演
劇
祭
「
テ
ア
ト
ル
・
デ
・
ナ
シ
オ
ン
」。

第
八
回
目
の
一
九
六
一
年
に
作
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
参
加
国

を
表
す
世
界
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

濃
い
オ
レ
ン
ジ
が
前
年
ま
で
に
参
加
し
た
四
十
カ
国
、
薄
い
オ
レ
ン

ジ
が
こ
の
年
初
め
て
参
加
す
る
七
カ
国
を
示
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
に

参
加
し
た
日
本
は
濃
い
オ
レ
ン
ジ
で
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ユ
ネ
ス
コ
、
国
連
加
盟
よ
り

早
か
っ
た
日
本
の
I
T
I
加
盟

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
設
立
の
二
カ

月
前
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
パ
リ
本
部
の
事
務
局
長

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
ッ
セ
（
一
八
九
七
～

一
九
七
六
）
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン

タ
ー
の
未
来
の
理
事
長
、
劇
作
家
・
演

出
家
の
北
村
喜
八
へ
レ
タ
ー
が
届
き
ま

す
。
I
T
I

本
部
の
レ
タ
ー
パ
ッ
ド
の

右
上
に
印
字
さ
れ
た
日
付
は
一
九
五
一

年
四
月
十
日
。
ジ
ョ
ッ
セ
は
こ
の
手
紙

で
「
日
本
は
ま
だ
国
連
に
も
ユ
ネ
ス
コ

に
も
加
盟
し
て
い
な
い
が
…
…
」
と
前

置
き
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー

設
立
の
準
備
を
進
め
る
よ
う
北
村
に
促

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
六
月
一
日
か
ら
八
日
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
で
開
催
さ
れ
た
第
四

回
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
で
、
日
本
の
加
盟

が
正
式
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の

ユ
ネ
ス
コ
加
盟
は
そ
の
ひ
と
月
後
の
一

九
五
一
年
七
月
二
日
、
そ
し
て
国
際
連

合
加
盟
は
五
年
後
の
一
九
五
六
年
十
二

月
十
八
日
な
の
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
ユ
ネ
ス

コ
に
先
立
っ
て
日
本
が
国
際
社
会
に
復

帰
す
る
場
と
な
っ
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日本センター設立を促すITI本部からのレター
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「ITI通信」0号
（1951年5月頃発行）　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
に
残
る
最
古
の

公
式
文
書
の
ひ
と
つ
に
、
会
報
の
「
0

号
」
と
で
も
言
う
べ
き
書
類
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
セ
ン
タ
ー

の
「
創
立
趣
意
」
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
を

「
国
際
的
理
解
に
立
脚
す
る
『
人
類
の

知
的
道
義
的
連
帯
』
に
基
礎
を
お
く
永

続
的
な
平
和
を
つ
く
り
出
さ
う
と
す
る

国
際
的
文
化
活
動
」
と
定
義
し
、「
演

劇
芸
術
は
人
類
に
共
通
せ
る
表
現
で
あ

り
、
世
界
人
民
の
広
汎
な
集
団
を
結
び

つ
け
る
影
響
と
力
と
を
持
つ
て
ゐ
る
」（
Ｉ

Ｔ
Ｉ
憲
章
よ
り
）
の
で
、「
演
劇
こ
そ
こ

の
（
ユ
ネ
ス
コ
の
）
理
念
遂
行
の
一
つ
の
強

き
力
と
な
り
う
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

 

「
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
」
の
前
文
は
「
戦
争

は
人
の
心
の
中
で
生
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
て
い

ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
で

あ
る
日
本
の
演
劇
人
が
、
平
和
を
求
め

る
世
界
の
動
き
に
い
ち
早
く
応
答
し
、
協

働
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

指
そ
う
と
す
る
強
い
思
い
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

I
T
I
日
本
セ
ン
タ
ー
設
立
趣
意
と
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
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「ITI通信」0号
（1951年5月頃発行）

 

「
日
本
セ
ン
タ
ー
設
立
の
経
過
」

に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

代
表
と
し
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
国
際
ペ

ン
大
会
に
参
加
し
た
北
村
喜
八
は
、

パ
リ
で
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
事
務
局
長

（
書
記
局
長
）
の
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョッ

セ
に
会
い
、
日
本
セ
ン
タ
ー
の
設
立

を
直
々
に
要
請
さ
れ
ま
す
。

　

設
立
世
話
人
の
筆
頭
は
、
当
時

の
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
で
、『
伊

豆
の
踊
子
』『
雪
国
』
な
ど
、「
日

本
人
の
心
の
精
髄
を
優
れ
た
感
受

性
で
表
現
す
る
、
そ
の
物
語
の
巧

み
さ
」
で
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
（
一
九
六
八
）
を
受
賞
し
た

作
家
の
川
端
康
成
（
一
八
九
九
～
一

九
七
二
）［
＊
］
。
北
村
と
川
端
は
東

京
帝
国
大
学
英
文
科
の
同
級
生

で
、
帝
大
劇
研
究
会
の
試
演
会
で

は
北
村
が
劇
作
・
俳
優
を
、
川
端

が
会
計
係
を
務
め
る
な
ど
、
旧
知

の
仲
で
し
た
。
友
人
の
北
村
か
ら

の
設
立
世
話
人
を
依
頼
す
る
電
話

に
、
川
端
は
快
諾
し
ま
す
。

　

世
話
人
に
は
ほ
か
に
、
演
劇
学

者
で
当
時
日
本
演
劇
学
会
会
長

を
務
め
て
い
た
河
竹
繁
俊
（
一
八
八

九
～
一
九
六
七
）、
劇
作
家
・
小
説

家
の
久
保
田
万
太
郎
（
一
八
八
九
～

一
九
六
三
）
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
創
立
世
話
人
・
川
端
康
成

 〈参考文献〉 �羽鳥徹哉（1985）「川端康成」『日本大百科全書 6』pp.68-69. 小学館／進藤純孝（1976）『伝記 川端康成』p.487. 六興出版／ 
川端康成（1982）「文科生の頃」『川端康成全集 第三十三巻』pp.72-74. 新潮社／小谷野敦・深澤晴美（2016）『川端康成詳細年譜』
p.48, 51, p.394-395. 勉誠出版／深澤晴美（2022）『川端康成 新資料による探究』pp.15-18. 鼎書房

 〈参考文献〉 �Roussin, André. “André Josset.” In À la rencontre d’un auteur dramatique : André Josset, 1897-1976,  
edited by Noëlle Guibert and Michèle Thomas. Éditions de la Bibliothèque nationale de France, 1979.  
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k6533965m/f1.item.texteImage#.（参照 2025-08-20）
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こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
来
信
」

が
、
二
ペ
ー
ジ
目
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本

部
の
事
務
局
長
、
フ
ラ
ン
ス
人
劇

作
家
の
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
ッ
セ

（A
n

d
ré

 J
o

sse
t

・一
八
九
七
～

一
九
七
六
）［
＊
］
か
ら
の
レ
タ
ー
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
生
ま
れ
た
ア
ン

ド
レ
・
ジ
ョ
ッ
セ
は
、
父
親
の
望
み

に
従
っ
て
医
師
に
な
り
ま
し
た
が
、

劇
作
家
に
な
る
夢
を
諦
め
き
れ
ず
、

病
院
で
の
当
直
の
夜
に
エ
リ
ザ
ベ
ス

Ⅰ
世
を
主
人
公
に
し
た
戯
曲
『
エ

リ
ザ
ベ
ス

―
男
な
き
女
』

（E
liz

a
b

e
th

 la
 fe

m
m

e
 

sa
n

s h
o

m
m

e

）
を
書
き
上
げ

ま
し
た
。
一
九
三
五
年
、『
エ
リ
ザ

ベ
ス
』
は
ヴ
ュ
ー
・
コ
ロ
ン
ビ
エ
劇
場

で
初
演
さ
れ
好
評
を
博
し
ま
す
。

一
九
五
五
年
に
は
コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン

セ
ー
ズ
が
再
演
し
、
そ
の
後
、
世

界
各
国
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
ジ

ョッ
セ
は
ま
た
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚

本
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
創
設
者
で
初
代
事
務
局

長
を
務
め
た
ア
メ
リ
カ
の
劇
作
家

モ
ー
リ
ス
・
カ
ー
ツ
（M

a
u

ric
e

 
K

u
rtz

・一
九
一
三
～
二
〇
〇
四
）

の
あ
と
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五

八
年
ま
で
二
代
目
の
事
務
局
長
を

務
め
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
事
務
局
長
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
ッ
セ

 〈参考文献〉 �Roussin, André. “André Josset.” In À la rencontre d’un auteur dramatique : André Josset, 1897-1976,  
edited by Noëlle Guibert and Michèle Thomas. Éditions de la Bibliothèque nationale de France, 1979.  
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k6533965m/f1.item.texteImage#.（参照 2025-08-20）
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「ITI通信」0号
（1951年5月頃発行）

　
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
二
、
三
年
に
一
度
、
世

界
中
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｉ
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
舞
台
芸
術
関
係
者
が
集
う

「
世
界
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
設
立
さ
れ
た
一
九
四
八
年
に

は
プ
ラ
ハ
で
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
二

〇
二
四
年
の
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
で
の
大
会
を
含
め
、
現
在
ま
で
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
十
七
回
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
で
五
回
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

で
五
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
の
加
盟
が
承
認
さ

れ
た
第
四
回
オ
ス
ロ
大
会
（
一
九
五

一
）
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
設

立
世
話
人
の
一
人
、
劇
作
家
で
小
説

家
、
俳
人
の
久
保
田
万
太
郎
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
。
文
部
省
大

臣
官
房
渉
外
ユ
ネ
ス
コ
課
が
発
行
し

た
小
冊
子
『
国
際
演
劇
協
会
―
―

オ
ス
ロ
ー
大
会
と
日
本
セ
ン
タ
ー
』
に

は
久
保
田
に
よ
る
報
告
書
「
オ
ス
ロ

大
会
に
出
席
し
て
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ス
ロ
大
会
で
は
「
現
代

舞
台
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
は
歌
舞
伎
『
金
閣
寺
』
や

舞
台
美
術
家
・
伊
藤
熹
朔
（
一
八
九

九
～
一
九
六
七
）
に
よ
る
オ
ペ
ラ
『
ミ

カ
ド
』
の
舞
台
模
型
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

オ
ス
ロ
で
の
第
四
回
世
界
大
会
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
創
設
の
立

役
者
で
初
代
理
事
長
を
務
め
た
の
が

演
出
家
・
劇
作
家
の
北
村
喜
八
（
一

八
九
八
～
一
九
六
〇
）［
＊
］
。
石
川
県

小
松
市
に
生
ま
れ
、
高
校
在
学
中
に

詩
集
を
刊
行
す
る
な
ど
文
学
青
年
だ

っ
た
北
村
は
、
東
京
帝
国
大
学
英
文

科
に
進
学
。
発
足
間
も
な
い
帝
大
劇

研
究
会
に
入
り
、
川
端
康
成
も
会

計
係
と
し
て
参
加
し
た
試
演
会
で
上

演
し
た
自
作
の
『
狂
人
を
守
る
三

人
』
が
劇
作
家
、
小
山
内
薫
に
認
め

ら
れ
て
演
劇
の
道
へ
進
み
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
の
一
九
二
四
年
に
は
、

小
山
内
ら
と
日
本
初
の
新
劇
の
常

設
劇
場
「
築
地
小
劇
場
」
創
設
に

参
画
、
一
九
三
七
年
に
は
妻
で
俳
優

の
村
瀬
幸
子
と
「
芸
術
小
劇
場
」

を
結
成
し
ま
し
た
。『
美
し
き
家
族
』

（
一
九
四
二
）
な
ど
の
戯
曲
や
『
演
出

入
門
』（
一
九
四
六
）、『
西
洋
演
劇

史
概
説
』（
一
九
四
八
）
な
ど
の
評
論

を
発
表
す
る
一
方
、
ユ
ー
ジ
ン
・
オ
ニ

ー
ル
や
ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
な
ど

多
く
の
戯
曲
翻
訳
も
手
掛
け
、
こ
こ

で
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
憲
章
（
抜
粋
）
の
仮
翻

訳
も
し
て
い
ま
す
。
一
九
六
〇
年
に

没
す
る
ま
で
の
約
十
年
間
、
理
事
長

と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
を
精

力
的
に
牽
引
し
ま
し
た
。

日
本
セ
ン
タ
ー
初
代
理
事
長
、
北
村
喜
八

 〈参考文献〉 �尾崎秀樹他編(1991)「北村喜八」『新潮日本人名辞典』p.578. 新潮社／藤木宏幸(1985)「北村喜八」『日本大百科全書 6』p.569. 
小学館／一ノ瀬雅隆編(2004)「北村喜八」『20世紀日本人名事典』p.848. 日外アソシエーツ／北村喜八（1926）「帝大劇研究會の頃」 

『新しき演劇へ』pp.245-253. 原始社／井口哲郎編（1996）『北村喜八：年譜と著作目録 改訂版』井口哲郎
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「ITI通信」0号
（1951年5月頃発行）

　

当
時
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
ユ
ネ
ス
コ
か
ら

補
助
金
を
受
け
て
お
り
、
多
く
の

各
国
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
国
の
政
府
か

ら
の
資
金
援
助
を
受
け
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に

あ
る
よ
う
に
「
経
済
的
援
助
を
う

け
る
場
合
で
も
、
お
ほ
む
ね
、
そ

れ
に
よ
つ
て
拘
束
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
民
間
団
体
と
し
て
自
主
的
な

活
動
」
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
Ｉ

Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
初
代
理
事
長

の
北
村
喜
八
は
、
「
さ
う
あ
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
運
動
に
対
す

る
演
劇
人
の
創
意
と
熱
情
を
自
由

に
且
つ
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
ら
う
」
と
推
察
し

て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
創
立
時

に
お
け
る
協
賛
団
体
は
、
二
十
二

団
体
。
協
賛
団
体
一
覧
に
は
、
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
松
竹
株
式
会
社
、

新
聞
各
社
な
ど
の
前
に
、
「
外
務

省
、
文
部
省
、
駐
日
ユ
ネ
ス
コ
代
表

部
」
と
あ
り
ま
す
。
敗
戦
国
日
本

が
国
際
社
会
へ
復
帰
す
る
契
機
と

し
て
推
し
進
め
た
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
に

と
も
な
い
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー

も
日
本
政
府
や
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
会
と
連
携
し
、
援
助
を
受
け

な
が
ら
活
動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

I
T
I
日
本
セ
ン
タ
ー
と
日
本
政
府
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一
九
五
六
年
八
月
、
渋
谷
の
東
横
ホ

ー
ル
で
「
第
三
回
新
劇
合
同
公
演
」
と

銘
打
っ
て
ジ
ャ
ン
・
ア
ヌ
イ
の
『
城
へ

の
招
待
』
が
日
本
で
初
め
て
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
演
出
は
久
保
田
万
太
郎
、
翻

訳
は
鈴
木
力
衛
で
、
俳
優
座
、
文
学
座
、

劇
団
民
藝
の
俳
優
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
翻
訳
・
上
演
権
に
つ
い

て
の
や
り
と
り
が
始
ま
っ
た
の
は
、
遡

る
こ
と
五
年
前
。
一
九
五
一
年
八
月
二

十
一
日
付
の
パ
リ
の
「
劇
作
家
・
作
曲

家
協
会
」（Société des A

uteurs et 
C

om
positeurs D

ram
atiques

）
か
ら

の
レ
タ
ー
は
、
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長

の
北
村
喜
八
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
の
事
務
局

長
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ョ
ッ
セ
に
日
本
で
の

上
演
の
打
診
を
し
、
本
来
の
著
作
権
料

の
半
額
を
支
払
う
こ
と
を
ア
ヌ
イ
が
承

諾
、
契
約
を
進
め
る
旨
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

末
尾
に
は
、
ま
だ
日
本
は
一
九
四
八

年
に
改
正
さ
れ
た
「
文
学
的
及
び
美
術

的
著
作
物
の
保
護
に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条

約
」
に
加
盟
し
て
い
な
い
が
、
協
会
宛

に
送
金
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が
ベ
ル
ヌ
条

約
に
加
盟
す
る
の
は
こ
の
二
十
三
年
後
、

一
九
七
四
年
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ジャン・アヌイ『城への招待』著作権に関するレター
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「ITI通信」1号
（1951年11月頃発行？）

　
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
設
立
か
ら

お
よ
そ
四
カ
月
後
に
発
行
さ
れ
た
「
Ｉ

Ｔ
Ｉ
通
信
」
一
号
か
ら
は
、
早
く
も

各
国
の
演
劇
人
た
ち
と
活
発
な
や
り

と
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
ま
す
。

　

小
見
出
し
に
「
イ
プ
セ
ン
著
作

権
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
あ
と
日

本
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
の
出
版
社
や

上
演
団
体
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
イ
プ

セ
ン
の
著
作
権
を
管
理
す
る
出
版
社

と
の
間
を
仲
介
し
、
両
者
の
同
意
書

作
成
の
手
助
け
を
し
ま
し
た
。
ま
た

「
外
國
演
劇
の
上
演
権
」
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
パ
リ
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
が
立

ち
上
げ
た
こ
の
件
に
関
す
る
特
別
委

員
会
に
送
る
べ
く
、
日
本
セ
ン
タ
ー
会

員
の
意
見
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
が
発
行
す

る
月
刊
誌
『
世
界
初
演
（W

o
rld

 
P

re
m

iè
re

s

）』
の
た
め
に
、
芥
川

龍
之
介
原
作
、
八
木
隆
一
郎
作
・
演

出
の
歌
舞
伎
『
羅
生
門
』
と
森
鷗
外

原
作
、
宇
野
信
夫
作
・
演
出
の
新
歌

舞
伎
『
ぢ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
』
の
情

報
を
送
る
と
あ
り
ま
す
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
に
は
ほ
か
に
も
世
界

の
舞
台
関
係
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
い
合
わ
せ
の
手
紙
が
残
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
舞
台
芸
術
に
つ
い
て
の
情
報
が

少
な
か
っ
た
こ
の
時
代
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本

セ
ン
タ
ー
は
世
界
の
舞
台
関
係
者
に
と

っ
て
「
日
本
の
舞
台
芸
術
」
へ
ア
ク
セ

ス
す
る
た
め
の
窓
口
だ
っ
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
日
本
の
舞
台
芸
術
」
へ
の
窓
口
と
し
て
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
初
代
会
長

（
一
九
五
一
～
一
九
七
〇
）
を
務
め
た
の

は
、
経
済
学
者
の
高
橋
誠
一
郎
（
一
八

八
四
～
一
九
八
二
）［
＊
］
で
し
た
。
新
潟

の
廻
船
問
屋
の
一
人
息
子
と
し
て
生
ま

れ
横
浜
で
育
っ
た
高
橋
は
慶
応
義
塾

大
学
政
治
科
を
卒
業
後
、
経
済
理

論
・
経
済
学
史
研
究
の
た
め
イ
ギ
リ

ス
へ
留
学
。
帰
国
後
の
一
九
一
四
年
に

母
校
の
教
授
に
就
任
し
、
九
十
四
歳

で
退
任
す
る
ま
で
教
鞭
を
と
り
続
け

ま
す
。
戦
後
間
も
な
い一
九
四
七
年
に

は
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
で
文
部
大
臣

と
し
て
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法

を
制
定
し
、
戦
後
教
育
の
骨
格
づ
く

り
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
少
年
時
代
か
ら
魅
了
さ
れ

て
い
た
浮
世
絵
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
研
究

者
と
し
て
世
界
に
も
名
を
馳
せ
、
ま

た
歌
舞
伎
を
愛
す
る
演
劇
人
で
あ

り
、
随
筆
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
三

十
年
間
に
わ
た
っ
て
務
め
た
日
本
芸

術
院
長
を
は
じ
め
、
東
京
国
立
博
物

館
長
、
国
立
劇
場
会
長
、
文
化
財

保
護
委
員
会
委
員
長
、
日
本
舞
踊

協
会
会
長
ほ
か
文
化
・
芸
術
分
野
の

要
職
を
歴
任
し
、
戦
後
の
文
化
行
政

を
指
導
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
会

長
に
就
任
し
た
当
時
は
、
日
本
演
劇

協
会
の
顧
問
も
務
め
て
い
ま
し
た
。

日
本
セ
ン
タ
ー
初
代
会
長
、
高
橋
誠
一
郎

 〈参考文献〉 �飯田鼎（1987）「高橋誠一郎」『日本大百科全書 14』p.656. 小学館／一ノ瀬雅隆編（2004）「高橋誠一郎」 
『20世紀日本人名事典』p.1464. 日外アソシエーツ／高橋誠一郎（1973）『回想九十年』pp.3-4. 筑摩書房
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「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
第
一
号
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
た
『
世
界
初
演
』（W

orld 
Prem

ières

）
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
が
ユ
ネ

ス
コ
の
資
金
援
助
を
受
け
て
、
創
刊
当

初
は
年
十
冊
、
そ
の
後
、
隔
月
で
発
行

し
て
い
た
小
冊
子
で
、
毎
号
十
六
ペ
ー

ジ
前
後
の
誌
面
に
各
国
の
舞
台
芸
術
に

関
す
る
最
新
情
報
が
英
語
と
フ
ラ
ン
ス

語
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
世
界
初
演
』
を
開
く
と
、
中
に
「
テ

ク
ニ
カ
ル
・
デ
ー
タ
」
と
書
か
れ
た
ひ

と
ま
わ
り
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
別
冊
が
挟

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。「
テ
ク
ニ
カ
ル
・

デ
ー
タ
」
は
各
国
の
新
作
の
デ
ー
タ
を

一
覧
し
た
も
の
で
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
、

上
演
さ
れ
た
劇
場
、
会
期
、
作
者
、
演

出
家
、
出
演
者
数
、
上
演
時
間
、
あ
ら

す
じ
と
と
も
に
、
新
聞
な
ど
の
劇
評
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
な
い
時
代
に
、
二
カ
月
ご
と
に
世

界
各
国
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
作
の
情
報

や
写
真
を
集
め
て
冊
子
を
つ
く
る
…
…

大
戦
を
経
て
、
各
国
の
演
劇
人
が
お
互

い
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
情
熱
が
紙

面
か
ら
溢
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。

＊�

『
世
界
初
演
』
は
一
九
六
四
年
一
／
二
月
号
と
一

九
六
四
年
三
／
四
月
号
の
二
冊
し
か
I
T
I

日
本

セ
ン
タ
ー
に
残
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら

を
図
版
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

世界各国の新作情報を紹介する小冊子『世界初演』
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能
楽
を
日
本
の
古
典
か
ら

世
界
の
演
劇
へ

 

『
世
界
初
演
』
一
九
六
四
年
一

／
二
月
号
に
は
、
小
説
家
・
能

楽
評
論
家
の
丸
岡
明
（
一
九
〇

七
〜
一
九
六
八
）
が
「
能
楽
の

創
始
者
、
世
阿
弥
と
今
日
に
お

け
る
そ
の
重
要
性
」
を
寄
稿
し

て
い
ま
す
。
丸
岡
は
能
楽
書
林

を
創
立
し
た
丸
岡
桂
の
長
男
で
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
理
事

で
し
た
。「
能
は
西
洋
の
歌
劇

（lyric dram
a

）
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
も
の
」
と
説
き
、「
能
が

日
本
の
古
典
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
世
界
の
演
劇
と
し
て
多
く

の
外
国
人
に
研
究
さ
れ
、
評
価

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ジ
に

救
わ
れ
た
サ
ガ
ン

　

こ
の
号
の
「
テ
ク
ニ
カ
ル
・
デ

ー
タ
」に
は
、
作
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ

ー
ズ
・
サ
ガ
ン
が
初
め
て
演
出

を
手
掛
け
た
自
作
の
『
幸
福
を

奇
数
に
賭
け
て
』
が
あ
り
ま
し

た
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
グ
レ
コ
、

ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
ト
ラ
ン
テ
ィ

ニ
ャ
ン
な
ど
が
出
演
し
ま
し
た

が
、
サ
ガ
ン
は
演
出
に
苦
慮
し
、

若
き
日
の
演
出
家
ク
ロ
ー
ド
・

レ
ジ
（C

laude R
égy

・
一
九
二

三
〜
二
〇
一
九
）
が
助
け
に
入

っ
て
よ
う
や
く
初
日
に
漕
ぎ
着

け
ま
し
た
。
な
お
、「C

laude 
G

énia

」
と
当
時
の
著
名
な
女

優
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
誤
植
の
よ
う
で
す
。
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「ITI通信」2号
（1951年12月15日発行）

　

当
時
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
は
毎
年
三
月
を

「
国
際
演
劇
月
」
（International 

T
heatre M

onth

）
と
定
め
、「
演

劇
に
た
い
す
る
社
会
的
関
心
を
高
め
る

と
と
も
に
、
演
劇
の
国
際
的
交
流
を

は
か
り
、
各
国
間
に
お
け
る
相
互
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
意
図
し
た
」

催
し
を
行
う
こ
と
を
各
国
セ
ン
タ
ー
に

働
き
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
が
最
初
に
「
国
際

演
劇
月
」
を
開
催
し
た
の
は
日
本
セ

ン
タ
ー
設
立
か
ら
わ
ず
か
九
カ
月
後
の

一
九
五
二
年
三
月
。
日
本
演
劇
協
会

と
の
共
催
で
、
松
竹
な
ど
の
大
手
興
業

会
社
、
劇
場
、
劇
団
、
さ
ら
に
日
本

放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
協
力
を
得

て
、
東
京·

大
阪
を
中
心
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
公
演
は
歌
舞
伎
、
能
、

文
楽
、
新
劇
、
児
童
演
劇
の
ほ
か
、
バ

レ
エ
、
オ
ペ
ラ
、
レ
ビ
ュ
ー
、
日
本
舞

踊
、
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
と
幅
広

く
、
ま
た
、
第
二
回
目
か
ら
は
、
プ
ロ

の
公
演
だ
け
で
な
く
、
学
生
劇
団
、
社

会
人
に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
の
公
演

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

 

「
国
際
演
劇
月
」
参
加
公
演
は
原
則

と
し
て
各
劇
場
・
劇
団
な
ど
が
製
作

し
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
上
演

作
品
の
推
薦
、
宣
伝
、
観
客
動
員
な

ど
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

「
国
際
演
劇
月
」
の
開
催
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一
九
五
〇
年
六
月
、
イ
タ
リ
ア
・
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の

第
五
回
総
会
で
「
芸
術
各
分
野
に
お

け
る
創
造
的
な
人
々
の
業
績
に
つ
い
て

の
国
際
的
認
識
の
獲
得
の
た
め
の
最
善

の
方
法
を
特
別
議
案
と
す
る
『
国
際

芸
術
会
議
』（In

te
rn

a
tio

n
a

l 
C

o
n

g
re

ss o
f th

e
 A

rts

）」

の
企
画
・
開
催
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
日
本
は
ま
だ
ユ
ネ
ス
コ

に
加
盟
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
メ

キ
シ
コ
の
文
学
者
、
政
治
家
で
第
二
代

ユ
ネ
ス
コ
総
事
務
局
長
を
務
め
て
い
た

ハ
イ
メ
・
ト
レ
ス
・
ボ
デ
ー
（J

a
im

e
 

T
o

rre
s B

o
d

e
t

・一
九
〇
二
～
一
九

七
四
）
か
ら
外
務
大
臣
宛
に
、
日
本

か
ら
も
当
会
議
に
代
表
者
を
派
遣
す

る
よ
う
要
請
が
あ
り
、
文
部
省
芸
術

課
が
対
応
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

当
会
議
は
名
称
を
「
国
際
芸

術
家
会
議
」
（In

te
rn

a
tio

n
a

l 
C

o
n

g
re

ss o
f A

rtists

）
と
改

称
さ
れ
、
二
年
後
の
一
九
五
二
年
九
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
、
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
で
開
催
。
日
本
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日

本
セ
ン
タ
ー
の
内
村
直
也
と
吉
川
義

雄
の
ほ
か
、
長
谷
川
路
可
（
画
家
）、

清
瀬
保
二
（
作
曲
家
）、
益
田
義
信

（
画
家
）、
佐
藤
武
夫
（
建
築
家
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
主
催
「
国
際
芸
術
家
会
議
」
へ
の
参
加
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「ITI通信」2号
（1951年12月15日発行）

　

同
会
議
の
レ
ポ
ー
ト
や
声
明
な
ど

を
ま
と
め
た
『T

h
e

 A
rtist in

 
M

o
d

e
rn

 S
o

c
ie

ty

』（
一
九
五

二
・
ユ
ネ
ス
コ
刊
）
に
は
、
「
法
律
の

不
備
、
経
済
的
困
窮
、
公
権
力
に

よ
る
支
援
の
欠
如
あ
る
い
は
過
剰
な

介
入
に
よ
っ
て
、
文
学
・
芸
術
の
分

野
全
体
に
生
じ
て
い
る
多
く
の
問
題

の
い
く
つ
か
を
検
討
す
る
た
め
」
、「
四

十
四
カ
国
か
ら
二
百
人
以
上
の
代
表

者
と
十
一
の
国
際
的
な
芸
術
分
野
の

団
体
が
招
か
れ
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
百
五
十
人
以
上
の
芸
術
家
が

参
加
し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
幕
の
挨
拶
で
ハ
イ
メ
・
ト
レ
ス
・

ボ
デ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。
「
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
が
失
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
国
は
支
援
に
値
す

る
才
能
を
掘
り
起
こ
し
、
支
援
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
間
も
な
く
空
席
に
な

る
そ
の
場
所
を
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
芸
術
が
専

門
家
や
技
術
者
の
領
域
で
あ
る
以

上
、
国
家
が
創
造
そ
の
も
の
に
介
入

す
る
資
格
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
他
方
で
、
国
は
こ
う
し

た
技
術
者
た
ち
の
た
め
に
可
能
な
限

り
最
良
の
具
体
的
な
環
境
を
整
え

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

の
使
命
は
、
才
能
を
方
向
づ
け
る
こ

と
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
従
わ
せ
る

こ
と
で
も
な
く
、
学
校
や
美
術
館
を

増
や
し
、
研
究
助
成
金
や
渡
航
助
成

金
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
才

能
を
育
成
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」
。

パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
時
代
の
終
わ
り
と
国
に
よ
る
支
援
へ
の
提
言
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『
世
界
演
劇
』（W

orld T
heatre

） 

は
、
世
界
各
国
の
舞
台
芸
術
の
動
向

を
多
く
の
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る

季
刊
誌
で
す
。
一
九
五
一
年
十
一
月

発
行
の
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
一
号
に
、

「
す
で
に
三
冊
発
行
」
と
あ
る
の
で
、

創
刊
は
一
九
五
〇
～
一
九
五
一
年
頃
、

以
降
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
刊
行
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

版
元
は
国
際
的
学
術
専
門
出
版

社
エ
ル
ゼ
ビ
ア
の
ブ
リ
ュッ
セ
ル
支
社
、

創
刊
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
編
集
を

務
め
た
の
は
、
俳
優
で
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ベ
ル
ギ

ー
・
セ
ン
タ
ー
初
代
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

ル
ネ
・エ
ノ
ー
（R

e
n

é
 H

a
in

a
u

x

・

一
九
一
八
～
二
〇
一
二
）
で
し
た
。
エ

ノ
ー
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
創
設
メ
ン
バ
ー
で
、
ベ

ル
ギ
ー
国
立
劇
場
を
創
設
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」二
号
に
は「
エ
イ
ノ

ー
氏（
ブ
ラ
ッ
セ
ル
）よ
り
来
信
あ
り
、

同
誌
の
た
め
に
、歌
舞
伎
、新
派
、新

劇
等
の
最
近
の
舞
台
写
真
十
数
葉

及
び
一
九
五
〇
年
秋
よ
り
五
一
年
夏

ま
で
の
一
年
間
の
日
本
演
劇
の
活
動

報
告
を
英
文
に
て
発
送
す
」と
あ
り
、

当
時
、Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
副
会

長
を
務
め
て
い
た
河
竹
繁
俊
と
北
村

喜
八
が
同
誌
に
関
す
る
連
絡
員
に
決

定
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
の
新
作
情
報
を
紹
介
す
る
季
刊
誌
『
世
界
演
劇
』



2 0

♦ 

会
長	

高
橋
誠
一
郎
（
経
済
学
者
・
日
本
藝
術
院
院
長
・
国
立
劇
場
会
長
・
文
部
大
臣
）

♦ 

副
会
長	

古
垣
鉄
郎
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
外
交
官
）

河
竹
繁
俊
（
演
劇
学
者
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

♦ 

理
事
長	

北
村
喜
八
（
演
出
家
・
劇
作
家
）

♦ 

理
事	

安
藤
鶴
夫
（
小
説
家
・
演
劇
評
論
家
）

蘆
原
英
了
（
音
楽
・
舞
踊
評
論
家
）

遠
藤
愼
吾
（
演
劇
評
論
家
・
編
集
者
）
＊

舟
橋
聖
一
（
小
説
家
）

秦 

豊
吉
（
東
京
宝
塚
劇
場
社
長
・
帝
国
劇
場
社
長
）

林 

弘
高
（
吉
本
興
業
社
長
）

土
方
正
巳
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
評
論
家
）　

※
「
己
」
は
誤
植

堀
内
敬
三
（
作
詞
家
・
作
曲
家
・
音
楽
之
友
社
社
長
）

俵ひ
ょ
う
ど
う
た
け
お

藤
丈
夫
（
東
宝
舞
台
社
長
）

伊
藤
熹
朔
（
舞
台
美
術
家
）

勝
本
淸
一
郎
（
文
芸
評
論
家
）

川
端
康
成
（
小
説
家
）

小
松 

淸
（
評
論
家
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）

久
保
田
万
太
郎
（
小
説
家
・
劇
作
家
・
俳
人
・
文
学
座
創
立
者
）

丸
岡 

明
（
小
説
家
・
能
楽
評
論
家
）

南な
ん

江え

治
郎
（
詩
人
・
人
形
劇
研
究
家
）

大
田
黑
元
雄
（
音
楽
評
論
家
）
＊

佐
佐
木
孝
丸
（
俳
優
・
演
出
家
・
劇
作
家
・
日
本
俳
優
連
合
理
事
長
）
＊

千
田
是
也
（
演
出
家
・
俳
優
・
劇
団
俳
優
座
代
表
・
日
本
演
出
者
協
会
理
事
長
・
日
本
劇
団
協
議
会
初
代
会
長
）

菅
原 

卓た
か
し

（
劇
作
家
・
演
出
家
）

杉
野
橘き

つ

太た

郎ろ
う

（
演
劇
研
究
家
・
早
稲
田
大
学
教
授
）

高
橋
歳
雄
（
都
民
劇
場
理
事
）

田
中
高
司
（
三
越
劇
場
支
配
人
）

戸
板
康
二
（
演
劇
・
歌
舞
伎
評
論
家
・
推
理
作
家
・
随
筆
家
）　

※
「
坂
」
は
誤
植

内
村
直
也
（
劇
作
家
・
翻
訳
家
）
＊

山
田 

肇
（
演
劇
学
者
・
明
治
大
学
教
授
）

吉
田
謙
吉
（
舞
台
装
置
家
・
映
画
美
術
監
督
・
衣
裳
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

吉
川
義
雄
（
演
出
家
・
芸
能
評
論
家
）
＊

♦ 

監
事

北
条
秀
司
（
劇
作
家
・
演
出
家
・
日
本
演
劇
協
会
会
長
）

久
住
良
三
（
毎
日
新
聞
記
者
・
演
劇
評
論
家
）

●  

劇
文
学

秋
山
安
三
郎
（
演
劇
評
論
家
・
随
筆
家
）

浜
村
米
蔵
（
歌
舞
伎
・
演
劇
評
論
家
）

久
板
栄
二
郎
（
劇
作
家
・
脚
本
家
）

岩
田
豊
雄
（
演
出
家
・
小
説
家
・
文
学
座
創
立
者
）

金
子
洋
文
（
小
説
家
・
劇
作
家
）

川
口
松
太
郎
（
小
説
家
・
劇
作
家
）

菊
田
一
夫
（
劇
作
家
・
演
出
家
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
東
宝
取
締
役
）

岸
田
国
士
（
劇
作
家
・
小
説
家
・
文
学
座
創
立
者
）

小
宮
豊
隆
（
独
文
学
者
・
文
芸
評
論
家
・
演
劇
評
論
家
）

久
米
正
雄
（
小
説
家
・
作
家
・
俳
人
）

正
宗
白
鳥
（
小
説
家
・
劇
作
家
・
文
学
評
論
家
）

光
吉
夏
彌
（
翻
訳
家
・
絵
本
研
究
家
・
舞
踊
評
論
家
）

三
宅
周
太
郎
（
演
劇
評
論
家
）

三
宅 

襄の
ぼ
る

（
能
楽
研
究
家
・
評
論
家
）

新
関
良
三
（
ド
イ
ツ
文
学
者
・
演
劇
研
究
者
）

佐
佐
木
茂
索
（
小
説
家
・
編
集
者
・
文
藝
春
秋
新
社
社
長
）

里
見 

弴
（
小
説
家
）

関
口
次
郎
（
劇
作
家
・
演
出
家
）

澁
沢
秀
雄
（
東
宝
取
締
役
会
長
・
松
竹
相
談
役
・
随
筆
家
）

高
田 

保
（
劇
作
家
・
演
出
家
・
随
筆
家
）

辰
野 

隆
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
随
筆
家
）

成
瀨
無む

き
ょ
く極

（
ド
イ
ツ
文
学
者
・
随
筆
家
・
劇
作
家
）

内
藤 

濯あ
ろ
う

（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
評
論
家
）

中
島
健
蔵
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
文
芸
評
論
家
）

長
与
善よ

し
ろ
う郎

（
小
説
家
・
劇
作
家
・
評
論
家
）

山
本
有
三
（
小
説
家
・
劇
作
家
）

八
木
隆
一
郎
（
劇
作
家
・
脚
本
家
）

米
川
正
夫
（
ロ
シ
ア
文
学
者
・
翻
訳
家
）

●  

歌
舞
伎

坂
東
三
津
五
郎
（
七
代
目
・
歌
舞
伎
俳
優
）

市
川
猿
之
助
（
二
代
目
・
歌
舞
伎
俳
優
）

中
村
吉
右
衞
門
（
初
代
・
歌
舞
伎
俳
優
）

●  

新
派
・
新
国
劇

花
柳
章
太
郎
（
俳
優
）

喜
多
村
綠
郎
（
初
代
・
俳
優
）

水
谷
八
重
子
（
初
代
・
俳
優
）

島
田
正
吾
（
俳
優
）

辰
巳
柳
太
郎
（
俳
優
）

●  

新
劇

靑
山
杉
作
（
俳
優
・
演
出
家
）

東
山
千
栄
子
（
俳
優
・
日
本
新
劇
俳
優
協
会
初
代
会
長
）

杉
村
春
子
（
俳
優
）

滝
沢 

修
（
俳
優
・
演
出
家
・
劇
団
民
藝
創
立
者
）

田
村
秋
子
（
俳
優
）

山
本
安
英
（
俳
優
）

●  

能觀
世
華
雪
（
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
）

喜
多
六
平
太
（
十
四
世
・
喜
多
流
シ
テ
方
能
楽
師
）

野
口
兼か

ね
す
け資

（
宝
生
流
シ
テ
方
能
楽
師
）

梅
若 

実
（
二
世
・
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
）

●  

オ
ペ
ラ

藤
原
義
江
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）

●  

バ
レ
エ

貝
谷
八
百
子
（
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
）

小
牧
正
英
（
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
）

●  

舞
踊

花
柳
寿
輔
（
二
世
・
花
柳
流
日
本
舞
踊
家
）

伊
藤
道
郎
（
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家
）

●  

裏
方

藤
波
与
兵
衞
（
三
代
目
・
藤
浪
小
道
具
社
長
）

長
谷
川
勘
兵
衞
（
十
六
代
目
・
長
谷
川
大
道
具
株
式
会
社
社
長
）

金
井
忠
次
郎
（
金
井
大
道
具
株
式
会
社
社
長
）

●  

興
行
関
係

小
林
富
佐
雄
（
帝
国
劇
場
社
長
・
東
宝
社
長
）

小
林
一
三
（
宝
塚
歌
劇
団
・
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
創
業
者
）

城
戸
四
郞
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
松
竹
会
長
）

森 

岩
雄
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
脚
本
家
・
東
宝
副
社
長
）

永
田
雅ま

さ
い
ち一

（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
大
映
社
長
）

大
谷
竹
次
郎
（
松
竹
創
業
者
）

●  

ユ
ネ
ス
コ
関
係	

藤
山
愛
一
郎

（
外
務
大
臣
・
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・
初
代
日
本
航
空
会
長
）

本
会
役
員
　
計
34
人

本
会
評
議
員
　
計
61
人

ITI日本センター設立時の役員・評議員
＊印は常任理事。尚、常任理事会は書記局を構成。（肩書きは編集部調べ）

REFERENCE
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表
紙
は
、
ル
キ
ノ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ

ィ
演
出
の
カ
ル
ロ
・
ゴ
ル
ド
ー
ニ
作
『
宿

屋
の
女
主
人
』（
一
九
五
二
）。

 「
イ
タ
リ
ア
の
舞
台
美
術
」「
小
説
の
舞

台
化
」「
演
出
家
の
自
由
」
な
ど
の
原
稿

の
ほ
か
、『
日
本
の
歌
舞
伎
劇
（Th

e 
K

abuki Th
eatre of Japan

）』（
一
九

五
六
）
と
い
う
著
書
も
あ
る
A
・
C
・

ス
コ
ッ
ト（A

dolph C
larence Scott

・

一
九
〇
九
〜
一
九
八
五
）
の
「
現
代
中

国
に
お
け
る
古
典
劇
」
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

世
界
の
新
作
を
紹
介
す
る
「
ワ
ー
ル

ド
・
レ
ヴ
ュ
ー
」
で
は
、
日
本
セ
ン
タ

ー
理
事
長
の
北
村
喜
八
が
、
菊
五
郎
劇

団
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
と
劇
団
民
藝

『
遠
い
凱
歌
』
を
紹
介
。

　

ま
た
、
巻
末
に
は
過
去
七
号
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
劇
作
家
名
、
記
事
、
写
真

（
図
版
）
の
一
覧
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『世界演劇』1956年秋
第5巻・第4号

劇団民藝『遠い凱歌』
公演日 ＝1956年3月2日～18日
会場 ＝ 俳優座劇場	 作 ＝ 内村直也
演出 ＝ 岡倉士朗	 出演 ＝ 滝沢修・高野由美ほか

菊五郎劇団『妹背山婦女庭訓』
公演日 ＝ 1955年9月　　会場 ＝ 新橋演舞場

（右）大判事清澄 ＝ 二代目尾上松緑
（左）太宰後室定高 ＝ 三代目市川左團次

日本の新作も掲載された季刊誌『世界演劇』
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芸術座『がしんたれ 青春篇』
「ひとりの孤児が生活のために仕事をしながら、時間を見つけて 
詩を書く。21歳で劇作家になった著者自身の自伝」

公演日 ＝1960年10月～1961年
会場 ＝ 芸術座
作・演出 ＝ 菊田一夫	 美術＝ 伊藤熹朔
出演 ＝ �久保明・八千草薫・榎本健一・六代目三遊亭圓生・土田早苗・ 

森光子ほか

俳優座『巨人伝説』
「戦争の原因として巨人に擬人化された日本国家の無責任さ。 
過去と現在を交錯させ、スライドやフィルムで映し出す風刺作品」

公演日 ＝1960年4月4日～30日
会場 ＝ 俳優座劇場	 作 ＝ 安部公房
演出 ＝ 千田是也	 美術＝ 安部真知
出演 ＝ 矢野宣・岸輝子・田中邦衛・市原悦子ほか

　

本
号
は
「
二
十
世
紀
の
仮
面
」
特
集
。

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に

よ
る
論
考
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
顔
」
で

始
ま
り
、
第
一
部
「
先
住
民
族
の
仮
面
」、

第
二
部
「
演
劇
に
お
け
る
仮
面
」
と
続

き
ま
す
。
ベ
ル
リ
ナ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
仮
面
製
作
を
担
当
し
て
い
た
エ
ド

ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（Eduard 

“Eddy” Fischer

・
一
九
一
六
〜
一
九

九
二
）
に
よ
る
製
作
過
程
の
写
真
入
り

の
原
稿
「
ブ
レ
ヒ
ト
と
仮
面
」
や
、
ゴ

ー
ゴ
リ
原
作
、
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ア
ダ

モ
フ
（A

rthur A
dam

ov

・
一
九
〇
八

〜
一
九
七
〇
）
作
、
ロ
ジ
ェ
・
プ
ラ
ン

シ
ョ
ン
演
出
の
『
死
せ
る
魂
』
に
お
け

る
付
け
鼻
に
つ
い
て
の
考
察
「
プ
ラ
ン

シ
ョ
ン
の
鼻
」
な
ど
が
掲
載
。

　

俳
優
座
『
巨
人
伝
説
』
と
芸
術
座
『
が

し
ん
た
れ 

青
春
篇
』
評
を
日
本
セ
ン
タ

ー
理
事
の
遠
藤
愼
吾
が
寄
稿
し
ま
し
た
。

『世界演劇』1961年春
第10巻・第1号
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俳優座『黄色い波』
公演日 ＝ 1961年5月14日～7月20日
会場 ＝ 俳優座劇場	 作 ＝ 小山祐士
演出 ＝ 千田是也	 美術＝ 朝倉 摂
出演 ＝ 東野英治郎、村瀬幸子、大塚道子、武内亨、仲代達矢ほか

文学座『十日の菊』
公演日 ＝ 1961年11月29日～12月17日
会場 ＝ 第一生命ホール	 作 ＝ 三島由紀夫
演出 ＝ 松浦竹夫	 美術＝ 伊藤熹朔
出演 ＝ �杉村春子、中村伸郎、有馬昌彦、岸田今日子、北城真記子、 

荒木道子、三津田健ほか

 

「
イ
タ
リ
ア
の
ス
ト
レ
ー
ト
・
プ
レ

イ
」
特
集
の
表
紙
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・

デ
・
ル
ッ
ロ
（G

iorgio D
e Lullo

・

一
九
二
一
〜
一
九
八
一
）
演
出
、
ゴ
ル

ド
ー
ニ
作
『
レ
・
モ
ル
ビ
ノ
ー
ゼ
（Le 

M
orbinose

）』（
一
九
六
〇
）
で
す
。

　

巻
頭
言
は
、
四
十
年
に
わ
た
り
ロ
ー

マ
の
エ
リ
ゼ
オ
劇
場
の
支
配
人
を
務
め

た
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ト
ッ
ラ
ー
カ

（V
incenzo Torraca

・
一
八
八
七
〜
一

九
七
九
）。
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ス
ト
レ
ー
レ

ル
（G

iorgio Strehler

、
一
九
二
一
〜

一
九
九
七
）
と
ミ
ラ
ノ
・
ピ
ッ
コ
ロ
座

を
作
っ
た
パ
オ
ロ
・
グ
ラ
ッ
シ
（Paolo 

G
rassi

・
一
九
一
九
〜
一
九
八
一
）
も

「
成
功
し
た
実
験

―
ミ
ラ
ノ
の
ピ
ッ
コ

ロ
座
」
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

　

文
学
座
『
十
日
の
菊
』
と
俳
優
座
の

『
黄
色
い
波
』
に
つ
い
て
書
い
た
の
は
、

演
劇
・
舞
踊
批
評
家
の
日ひ

の

下し
た

令よ
し

光み
つ

で
し

た
。

『世界演劇』1962年夏
第11巻・第2号
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「ITI通信」3号
（1952年3月1日発行）

　

一
九
五
二
年
の
第
一
回
「
国
際
演
劇

月
」
開
催
直
前
の
三
月
一
日
に
発
行
さ

れ
た
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
で
は
、当
初
の

予
想
以
上
に
参
加
公
演
が
拡
大
し
、

「
東
京
お
よ
び
関
西
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
演
劇
活
動
が『
国
際
演
劇
月
参

加
』の
名
の
も
と
に
全
力
を
傾
注
す
る

こ
と
と
な
つ
た
」
と
書
き
出
し
て
い
ま

す
。二
カ
月
半
前
に
発
行
さ
れ
た
前

号
の「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」で
は
、「
国
際
演

劇
月
」の
開
催
決
定
を
知
ら
せ
る
と

と
も
に
、「
会
員
諸
氏
か
ら
積
極
的
な

意
見
や
希
望
を
ど
し
ど
し
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、短

期
間
の
間
に
各
劇
場
・
劇
団
な
ど
の
賛

同
が
得
ら
れ
、迅
速
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本

セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
企
画
し
た
「
現

代
世
界
演
劇
写
真
展
」
（
於
・
日
本

橋
三
越
）
の
準
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
展
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ソ

連
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
新

作
の
舞
台
写
真
約
三
百
点
を
借
り
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
世

界
の
演
劇
に
つ
い
て
の
情
報
が
断
た
れ

て
い
た
十
余
年
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と

す
る
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

第
一
回
「
国
際
演
劇
月
」
と
「
現
代
世
界
演
劇
写
真
展
」
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一
九
五
二
年
三
月
三
日
、
銀
座
の
歌

舞
伎
座
で
「
国
際
演
劇
月
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
祝
典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
に
は
、
在
日
各
国

使
節
、
関
係
官
庁
、
文
化
団
体
代

表
、
参
加
団
体
代
表
に
加
え
て
、「
連

合
軍
司
令
部
」
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
と
あ
り

ま
す
。
日
本
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
ま

で
、
七
年
に
お
よ
ぶ
連
合
国
軍
の
占

領
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

戦
争
中
、
多
く
の
劇
場
が
軍
事
転

用
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
敗
戦
後
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
帝
国
劇
場

や
東
京
宝
塚
劇
場
（
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ

ル
劇
場
と
改
称
）な
ど
を
接
収
し
、
連

合
国
軍
関
係
者
向
け
の
娯
楽
施
設
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

 

「
国
際
演
劇
月
」
に
参
加
し
た
歌
舞

伎
座
、
明
治
座
、
新
橋
演
舞
場
は
、

一
九
四
五
年
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失

し
て
い
ま
し
た
。
最
も
早
く
復
興
を

果
た
し
た
の
は
新
橋
演
舞
場
で
、
三

年
後
の
一
九
四
八
年
三
月
に
再
開
場
し

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
明
治
座
が
五
〇

年
十
一
月
末
に
再
開
場
し
、二
カ
月
後

の
五
一
年
一
月
に
歌
舞
伎
座
が
興
行
を

再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
、
新

劇
は
主
に
三
越
劇
場
で
公
演
さ
れ
て

お
り
、
俳
優
座
劇
場
の
開
場
は
一
九

五
四
年
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
合
国
軍
占
領
下
で
の
「
国
際
演
劇
月
」
開
催
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「ITI通信」3号
（1952年3月1日発行）

　
一
九
五
二
年
一
月
一
日
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ア

メ
リ
カ
・
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ザ
モ
ン
ド
・
ギ
ル

ダ
ー
（R

o
sam

ond
 G

ilder

・
一

八
九
一
〜
一
九
八
六
）［
＊
］
か
ら
、
日
本

政
府
の
海
外
公
演
へ
の
支
援
に
つ
い
て

た
ず
ね
る
手
紙
が
来
た
と
あ
り
ま
す
。

　

演
劇
批
評
家
で
、月
刊
演
劇
誌
「
シ

ア
タ
ー
・ア
ー
ツ
」（T

heatre A
rts 

M
onthly

）
編
集
長
だ
っ
た
ギ
ル
ダ
ー

は
、
国
際
演
劇
協
会
創
設
者
の
ひ
と

り
で
す
。
設
立
当
初
の
ユ
ネ
ス
コ
に
は
、

「
演
劇
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ギ
ル
ダ
ー
は
、「
演
劇
は

国
際
理
解
、
国
際
協
力
、
そ
し
て
ユ
ネ

ス
コ
が
深
く
関
心
を
寄
せ
る
世
界
平
和

の
原
則
を
広
め
る
上
で
最
も
効
果
的

な
手
段
の
一つ
だ
」
と
ア
メ
リ
カ
各
地
を

巡
って
訴
え
続
け
ま
し
た
。
一
九
四
八
年

に
国
際
演
劇
協
会
が
創
設
さ
れ
る
と

ア
メ
リ
カ
・セ
ン
タ
ー
議
長
に
就
任
、
営

利
目
的
の
商
業
劇
場
に
代
わ
る
、
ア
メ

リ
カ
の
国
立
劇
場
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
ギ
ル
ダ
ー
自
身
が
創
立
し
、
ア

メ
リ
カ
演
劇
の
海
外
公
演
を
支
援
し

た
「
ア
メ
リ
カ
国
民
演
劇
お
よ
び
ア
カ

デ
ミ
ー
」（A

m
eric

an N
ational 

T
h

e
a

tre
 a

n
d

 A
c

a
d

e
m

y
: 

A
N

T
A

）
内
に
事
務
局
を
構
え
ま
し

た
。

　

著
書
『
女
優
の
登
場
（E

n
te

r 
th

e
 A

c
tre

ss

）』（
一
九
三
一
）
で

は
、
十
七
世
紀
ま
で
男
性
が
女
性
を

演
じ
て
い
た
演
劇
界
に
進
出
し
、
道

を
切
り
開
い
た
女
性
た
ち
に
焦
点
を

当
て
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
・
セ
ン
タ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ロ
ザ
モ
ン
ド
・
ギ
ル
ダ
ー

 〈参考文献〉 �Canning, Charlotte. “Anticipating Globalisation: Rosamond Gilder and the International Theatre Institute.”  
In Staging International Feminisms, edited by Elaine Aston and Sue-Ellen Case, 113–120.  
Studies in International Performance. London: Palgrave Macmillan, 2007.  
https://doi.org/10.1057/9780230287693_11.（参照 2025-08-20）
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二
月
八
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
名
誉
会
長
Ｊ
・

Ｂ
・
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
（J

o
h

n
 

B
o

y
n

to
n

 P
rie

stle
y

・
一
八
九

四
〜
一
九
八
四
）［
＊
］
ら
に
よ
る
日
本
の

「
国
際
演
劇
月
」
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

小
説
家
・
劇
作
家
の
プ
リ
ー
ス
ト

リ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
演
出
家
・
俳
優

ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
バロ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の

劇
作
家
リ
リ
ア
ン
・
ヘ
ル
マ
ン
、
前
述

の
ロ
ザ
モ
ン
ド
・
ギ
ル
ダ
ー
と
並
ぶ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
創
設
者
の
一
人
で
す
。
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ

通
信
」
〇
号
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
意
義
を

説
く
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

「
我
々
は
今
国
際
的
理
解
を
極
め
て

必
要
と
す
る
時
代
に
生
き
て
い
る
。
こ

の
理
解
な
く
し
て
は
、
我
々
は
間
も

な
く
文
明
の
そ
も
そ
も
の
基
礎
を
破

壊
し
始
め
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

（
略
）
Ｉ
・
Ｔ
・
Ｉ
は
、
世
界
と
い
ふ

一
つ
の
社
会

―
国
境
を
越
え
、
こ

の
地
上
の
諸
国
民
を
結
合
す
る
、
こ

の
や
う
な
国
際
的
組
織
の
創
設
に
よ

り
は
じ
め
て
生
ず
る
社
会

―
の
構

築
に
、
少
な
く
と
も
強
靭
な
一
本
の

糸
を
提
供
す
る
で
あ
ら
う
」
と
書
い

て
い
ま
す
（
七
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

前
年
の
一
九
五
一
年
に
は
代
表
作

『
夜
の
来
訪
者
』（
一
九
四
五
）
を
、

後
に
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
第
三
代

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
劇
作
家

の
内
村
直
也
が
翻
訳·

翻
案
、
舞
台

を
日
本
の
戦
後
に
置
き
換
え
、
俳
優

座
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
演
劇
協
会
の
名
誉
会
長
Ｊ
・
Ｂ
・
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー

 〈参考文献〉 �小野寺健（1988）「プリーストリー」『日本大百科全書 20』p.648. 小学館 
J. B. Priestley official website. “Bibliography.” 
J. B. Priestley official website. https://jbpriestley.co.uk/bibliography/.（参照 2025-08-20）
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演
劇
は
世
界
を
結
ぶ
―
― 

The theatre unites  
all nations.

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
が
三
月
を
「
国
際
演
劇

月
」
と
定
め
て
各
国
内
の
劇
場
・
劇
団
・

舞
台
人
を
繋
ぎ
、
さ
ら
に
は
世
界
の
演

劇
活
動
を
ゆ
る
や
か
に
結
び
、
舞
台
芸

術
に
よ
る
国
際
的
な
交
流
を
は
じ
め
た

の
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
創
設
の
翌
年
、
一
九
四

九
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年

後
の
一
九
五
二
年
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン

タ
ー
が
第
一
回
目
の
「
国
際
演
劇
月
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
翌
月
の
四
月
二
十
八
日
に
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
日
本

と
連
合
国
四
十
八
カ
国
が
調
印
し
た
対

日
平
和
条
約
が
発
効
。
日
本
は
連
合
国

軍
の
占
領
か
ら
解
放
さ
れ
、
独
立
を
回

復
、
国
際
社
会
へ
復
帰
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
に

は
、
第
二
回
が
欠
番
な
も
の
の
、
初
回

か
ら
第
九
回
（
一
九
六
〇
年
）
ま
で
の

「
国
際
演
劇
月
」
の
四
つ
折
り
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
第
一
回
か
ら
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て

お
り
、
ス
ミ
と
も
う
一
色
の
二
色
づ
か

い
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
は
、
ど
の
年
も

「
演
劇
は
世
界
を
結
ぶ

――Th
e 

theatre unites all nations.

」
と
、
こ

の
国
際
演
劇
協
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
く
簡
潔
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
ユ

第1回「国際演劇月」リーフレット（1952）
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ネ
ス
コ
の
掲
げ
る
「
教
育
や
科
学
、
文

化
の
振
興
を
通
じ
て
、
戦
争
の
悲
劇
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
理
念

が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
公
演
を
見
る
と
、
冒
頭
に
東

京
・
大
阪
の
歌
舞
伎
座
三
月
公
演
が
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
。
東
京
は
初
代
中
村
吉
右

衛
門
「
熊
谷
陣
屋
」、
二
代
目
市
川
猿
之

助
『
室
町
御
所
』、
六
代
目
中
村
歌
右
衛

門
と
十
七
代
目
中
村
勘
三
郎
の
『
江
島

生
島
』
な
ど
、
大
阪
は
三
代
目
市
川
寿

海
と
二
代
目
中
村
扇
雀
、
後
の
四
代
目

坂
田
藤
十
郎
の
『
新
薄
雪
物
語
』
や
二

代
目
中
村
鴈
治
郎
『
船
辨
慶
』
が
参
加
。

『
白
鷺
』『
安
宅
家
の
人
々
』
な
ど
（
新

橋
演
舞
場
）
で
参
加
し
た
新
派
、
新
国

劇
（
京
都
南
座
）
に
加
え
て
、
第
二
次

世
界
大
戦
前
後
の
浅
草
で
流
行
し
て
い

た
女
剣
劇
の
大
江
美
智
子
一
座
（
浅
草

六
区
花
月
劇
場
）
の
名
前
も
見
え
ま
す
。

　

リ
ア
ル
な
立
ち
回
り
の
時
代
劇
で
主

に
戦
前
に
人
気
を
博
し
た
劇
団
・
新
国

劇
は
、
北
条
秀
司
が
前
年
の
一
九
五
一

年
に
書
き
下
ろ
し
た
『
霧
の
音
』
の
再

演
他
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
尚
、『
霧
の

音
』
は
、
民
藝
『
炎
の
人
』（
三
好
十
郎

作
・
滝
沢
修
主
演
）、
新
派
『
天
守
物

語
』（
泉
鏡
花
作
・
伊
藤
道
郎
演
出
・
花

柳
章
太
郎
、
初
代
水
谷
八
重
子
主
演
）、

歌
舞
伎
『
源
氏
物
語
』（
舟
橋
聖
一
原

作
・
九
代
目
市
川
海
老
蔵
主
演
）
な
ど

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
機
関
誌
『
世
界
初

演
』
一
九
五
一
年
十
一
月
号
に
英
語
・

フ
ラ
ン
ス
語
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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古
典
芸
能
、
現
代
演
劇
、 

バ
レ
エ
、
オ
ペ
ラ
、
レ
ヴ
ュ
ー
、

放
送
劇
ま
で

　

第
一
回
「
国
際
演
劇
月
」
で
特
に
目

を
引
く
の
は
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
・

名
古
屋
あ
わ
せ
て
十
六
も
の
能
楽
公
演

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
東
京
で

は
多
く
の
能
楽
堂
が
東
京
大
空
襲
で
焼

失
し
ま
し
た
が
、
被
災
し
な
か
っ
た
駒

込
の
染
井
能
楽
堂
、
田
園
調
布
の
多
摩

川
能
楽
堂
が
使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

焼
失
し
た
も
の
の
、
一
九
五
〇
年
に
い

ち
早
く
再
建
さ
れ
た
水
道
橋
能
楽
堂
が

使
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
楽
は
、
一
九
四
九
年
の
文
楽
座
員

の
労
働
組
合
結
成
に
端
を
発
し
て
、
組

合
派
の
三み

つ

和わ

会
と
非
組
合
派
の
因ち

な
み会

に

分
裂
し
て
い
た
時
期
で
し
た
が
、
双
方

と
も
に
、
三
越
劇
場
を
会
場
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
三
越
劇
場
で
は
新
劇
の
本
公

演
も
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
学
座
は

信
濃
町
の
ア
ト
リ
エ
が
竣
工
し
た
二
年

後
、創
立
十
五
周
年
に
あ
た
る
年
で
、戌

井
市
郎
演
出
の
マ
ル
セ
ル
・
パ
ニ
ョ
ル

作
「
マ
ル
セ
イ
ユ
三
部
作
」
で
参
加
、
三

月
公
演
が
な
か
っ
た
民
藝
は
四
月
の

『
巌
頭
の
女
』
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
と

も
に
三
越
劇
場
で
し
た
。
ま
た
、
俳
優

座
は
「
青
年
劇
場
」
と
銘
打
ち
、
若
者

を
観
客
と
し
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
二
作

品
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

第1回「国際演劇月」リーフレット（1952）
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児
童
劇
か
ら
は
、
宮
沢
賢
治
作
品
を

い
ち
早
く
取
り
上
げ
た
劇
団
東
童
の

『
よ
だ
か
の
星
』
を
は
じ
め
、
新
児
童
劇

団
『
ピ
ノ
チ
オ
』、
文
化
座
、
つ
み
き
座

な
ど
も
参
加
。
バ
レ
エ
は
当
時
、
東
宝

専
属
だ
っ
た
小
牧
バ
レ
エ
団
の
『
レ
・

シ
ル
フ
ィ
ー
ド
』
と
服
部
・
島
田
バ
レ

エ
団
『
さ
ま
よ
え
る
肖
像
』
な
ど
が
、
オ

ペ
ラ
は
東
京
オ
ペ
ラ
協
会
、二
期
会
、藤

原
歌
劇
団
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
こ

の
後
、
日
本
の
創
作
オ
ペ
ラ
の
名
作
と

し
て
名
を
馳
せ
る
藤
原
歌
劇
団
の
『
夕

鶴
』（
木
下
順
二
作
・
團
伊
玖
磨
作
曲
）

は
こ
れ
が
初
演
で
し
た
。

　

少
女
歌
劇
団
と
し
て
人
気
を
競
っ
て

い
た
宝
塚
歌
劇
団
と
松
竹
歌
劇
団
は
、

そ
れ
ぞ
れ
雪
組
公
演
『
猿
飛
佐
助
』（
菊

田
一
夫
作
・
演
出
）
と
『
第
二
十
一
回

東
京
踊
り
』
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
舞
踊
か
ら
は
、
伊
藤
道
郎
研
究

所
の
舞
踊
劇
『
鷹
の
井
戸
』
と
『
耳
な

し
芳
一
』
が
参
加
。
伊
藤
道
郎
が
詩
人

イ
ェ
イ
ツ
と
と
も
に
作
っ
た
『
鷹
の
井

戸
』
は
一
九
一
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
初
演

で
は
伊
藤
が
鷹
役
を
演
じ
ま
し
た
が
、

こ
の
公
演
で
は
、
当
時
、
二
枚
目
映
画

ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
七
代
目
大
谷

友
右
衛
門
、
後
の
名
女
形
・
四
代
目
中

村
雀
右
衛
門
が
勤
め
ま
し
た
。

 

「
葭よ

し
ち
ょ
う町

紅
会
」
は
こ
の
前
年
に
始
ま
っ

た
新
橋
芸
妓
に
よ
る
舞
踊
の
会
。
N
 H 

K
と
と
も
に
放
送
劇
で
参
加
し
た
「
ラ
ジ

オ
東
京
」
は
現
在
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
で
、

開
局
か
ら
三
カ
月
目
の
参
加
で
し
た
。



32

ジ
ョ
ン
・
ギ
ー
ル
グ
ッ
ド
か
ら
の

祝
辞
（
一
九
五
二
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
俳
優
・
演
出
家
の
ジ
ョ

ン
・
ギ
ー
ル
グ
ッ
ド
（John G

ielgud

・

一
九
〇
四
〜
二
〇
〇
〇
）
は
、「
二
〇
世

紀
最
高
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
役
者
」
と
謳
わ

れ
、
知
的
で
端
正
な
演
技
で
名
を
馳
せ

ま
し
た
。『
テ
ン
ペ
ス
ト
』
の
プ
ロ
ス
ペ

ロ
ー
は
二
十
六
歳
か
ら
八
十
歳
を
過
ぎ

て
も
舞
台
で
演
じ
続
け
、
八
十
六
歳
で

主
演
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ

イ
監
督
『
プ
ロ
ス
ペ
ロ
ー
の
本
』（
一
九

九
一
）
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
ギ
ー
ル
グ
ッ
ド
か
ら
の
祝
辞

は
、
新
年
が
明
け
た
ば
か
り
の
一
月
八

日
に
書
か
れ
、
本
人
の
直
筆
サ
イ
ン
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
右
上
に
は
、「
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
劇
場
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

日
、
ギ
ー
ル
グ
ッ
ド
は
三
年
前
に
初
演

し
た
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ

ン
パ
ニ
ー
の
『
か
ら
騒
ぎ
』
再
演
の
稽

古
中
で
し
た
。
自
ら
演
出
し
、
ベ
ネ
デ

ィ
ッ
ク
役
で
出
演
す
る
舞
台
の
プ
レ
ス

招
待
日
を
三
日
後
に
控
え
、
日
本
へ
の

手
紙
を
楽
屋
で
書
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ギ
ー
ル
グ
ッ
ド
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
手
紙

を
書
い
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

手
紙
好
き
で
、
そ
の
一
部
を
ま
と
め
た

『
ギ
ー
ル
グ
ッ
ド
の
手
紙
（G

ielgud's 
Letters

）』（
二
〇
〇
四
）
と
い
う
本
も

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

「国際演劇月」開催を祝う海外の名優からのメッセージ

この3月に開催される「国際演劇月」にあたり、国際演劇
協会日本センターの皆さんに心からのお祝いを送ります。
皆さんの舞台作品が成功を収め、東洋と西洋の相互理解
を深める一助となるよう願っています。

ジョン・ギールグッド
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ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
か
ら

の
祝
辞
（
一
九
五
二
）

　

ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ（Laurence 

K
err O

livier

・
一
九
〇
七
〜
一
九
八

九
）
も
、
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
名
優

と
言
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
俳
優
・
演
出

家
・
映
画
監
督
で
す
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

役
者
と
し
て
名
声
を
博
し
、
一
九
四
七

年
に
主
演
・
監
督
を
務
め
た
映
画
『
ハ

ム
レ
ッ
ト
』（
一
九
四
八
）
で
は
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
製
作
の
作
品
以
外
で
初
と
な

る
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
作
品
賞
を
は
じ
め
、

主
演
男
優
賞
、
美
術
監
督
賞
、
衣
裳
デ

ザ
イ
ン
賞
（
と
も
に
モ
ノ
ク
ロ
映
画
部

門
）の
五
部
門
を
受
賞
。
躍
動
感
に
あ
ふ

れ
た
オ
リ
ヴ
ィ
エ
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
、
ギ

ー
ル
グ
ッ
ド
は
内
面
的
に
抑
制
し
た
動

き
、
詩
を
歌
い
上
げ
る
よ
う
な
セ
リ
フ

に
魅
力
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

一
九
七
〇
年
に
は
、
俳
優
と
し
て
初
め

て
爵
位
（
男
爵
）
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
「
国
際
演
劇
月
」
に
際
し
て

送
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
こ
の
訳
文
は

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
二
十
九
ペ
ー
ジ
参
照
）

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
祝
辞
の
下
に
は
、
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
・
セ
ン
タ
ー
会
長
、
イ
ー
シ
ャ
ー

子
爵
（V

iscount Esher

）
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
み
え
ま
す
。
当
時
の
イ
ー

シ
ャ
ー
子
爵
は
第
三
代
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・

ブ
レ
ッ
ト
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト

の
委
員
長
を
長
く
務
め
、
ま
た
、
オ
ー

ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
劇
場
の
支
援
者
で
も

あ
り
ま
し
た
。

貴国の国際演劇月に心からなるお祝いを申し送
ります。この世界において誰の迷惑にもならず国
際的でありうるものがあるとしたら、それはまさ
しく演劇です。貴国の企画に幸あれ。

ローレンス・オリヴィエ
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ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
か
ら

の
祝
辞
（
一
九
五
九
）

　

八
回
目
の
「
国
際
演
劇
月
」
が
開
催

さ
れ
た
一
九
五
九
年
三
月
の
一
日
、
十

四
時
に
配
達
さ
れ
た
電
報
で
す
。
パ
リ

の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も

の
で
、
誤
字
が
あ
る
も
の
の
、
宛
先
は

「
東
京 

中
央
区 

歌
舞
伎
座 

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日

本
セ
ン
タ
ー
」
と
読
め
ま
す
。
日
本
セ

ン
タ
ー
の
事
務
所
は
一
九
五
二
年
八
月

か
ら
歌
舞
伎
座
の
四
階
に
あ
り
、「
国
際

演
劇
月
」
の
開
会
式
も
歌
舞
伎
座
で
と

り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ（G

érard 
Philipe

・
一
九
二
二
〜
一
九
五
九
）
は

「
フ
ラ
ン
ス
の
美
」
と
も
称
さ
れ
る
俳
優

で
す
。
一
九
四
七
年
、
映
画
『
肉
体
の

悪
魔
』
で
世
界
的
な
人
気
を
博
し
、
そ

の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
演
技
力
も
高
い

評
価
を
得
ま
す
。
一
九
五
一
年
に
は
演

出
家
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
率
い
る
国

立
民
衆
劇
場
（
Ｔ
Ｎ
Ｐ
）
に
参
加
、
ア

ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
演
劇
祭
で
『
ホ
ン
ブ
ル
ク

の
公
子
』
を
演
じ
大
成
功
を
収
め
る
な

ど
舞
台
で
も
活
躍
し
ま
す
が
、
一
九
五

九
年
、
肝
臓
が
ん
の
た
め
に
三
十
六
歳

の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

　

一
九
五
三
年
に
来
日
し
た
際
は
日
本

の
フ
ァ
ン
に
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
、
ま

た
、
日
本
映
画
に
感
銘
を
受
け
て
パ
リ

で
映
画
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、
日
本
映

画
が
フ
ラ
ン
ス
で
知
ら
れ
る
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。

国際演劇月に対し、熱烈な挨拶を送る。
ジェラール・フィリップ

「国際演劇月」開催を祝う海外の名優からのメッセージ
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ITI日本センター編
『Japanese Theatre PICTORIAL』

二代目松緑の弁慶と九代目海老蔵の富樫
1953年5月の歌舞伎座、昼の部は歌舞伎十八番の内『勧進帳』でした。武蔵
坊弁慶は二代目尾上松緑（1913〜1989）、対する富樫は九代目市川海老蔵、
後の十一代目市川團十郎（1909〜1965）です。

九代目 市川海老蔵の助六
1953年3月の歌舞伎座、夜の部の最後の演目は『助

すけろくゆかりのえどざくら

六由縁江戸櫻』でした。蛇
の目傘をさし、下駄の音を響かせて花道に出てきた九代目市川海老蔵。この
公演は「国際演劇月」参加公演で、客席には外国人観客の姿も見えます。

　

一
九
五
四
年
の
第
三
回
「
国
際
演
劇
月
」
の
際
に
は
、

英
語
の
冊
子
『Japanese Th
eatre PIC

T
O

RIA
L

』

（
日
本
演
劇
寫
眞
帖
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ

日
本
セ
ン
タ
ー
が
編
集
を
担
当
し
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
の
協
力
を
得
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

見
返
し
に
は
「
全
七
十
二
ペ
ー
ジ
・
写
真
一
二
二

点
・
カ
ラ
ー
二
ペ
ー
ジ
・
世
界
中
ど
こ
へ
で
も
送
料
込

一
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は

一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
の
固
定
相
場
制
な
の
で
、
一
ド
ル

五
〇
セ
ン
ト
は
五
四
〇
円
、
書
籍
の
価
格
で
比
較
す
る

と
、
お
お
よ
そ
現
在
の
一
万
二
千
円
前
後
と
言
え
そ
う

で
す
。

　

内
容
は
「
歌
舞
伎
、
能
、
文
楽
、
民
衆
演
劇
、
翻
訳

劇
、
現
代
演
劇
、
バ
レ
エ
、
オ
ペ
ラ
、
学
生
演
劇
、
児

童
演
劇
」
と
多
岐
に
わ
た
り
、
三
年
前
に
ユ
ネ
ス
コ
へ

の
加
盟
を
果
た
し
た
ば
か
り
の
日
本
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
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女形人形遣いの名手、吉田文五郎
『奥

おうしゅうあだちがはら

州安達原』の袖
そではぎさいもん

萩祭文の段、三味線を弾きながら哀しい身の上を語る盲目
の袖萩。人形を遣うのは吉田文五郎（1869〜1962）です。理知的な作品解釈
と、可憐で官能的な遣いぶりで人気を博した女形の名手でした。

十七世宝生九郎重英の『松風』か？
シテ方の名前が書かれていませんが、重厚堅実な芸風で知られる十七世宝生
流宗家、宝生九郎重英（1900〜1974）でしょうか。『松風』は「能の理想的
な魅力とされる『幽玄』の香り漂う格調高い謡曲」と書かれています。

文楽人形遣いの卵たち
『絵本太功記』の山場、十段目「尼ヶ崎の段」の写真の下には、舞台裏で人

形を手にする3人の少年たちの写真が掲載されていました。キャプションには「良
い人形遣いになるには20年以上の修行が必要だ」とあります。

十四世 喜多六平太の『羽衣』
「不世出の名人」と謳われる十四世喜多流宗家喜多六平太（1874〜1971）は、

当時の能楽師では最年長の79歳。約150センチの小柄な身体ながら圧倒的迫
力を持つ、華やかでスケールの大きな芸だったと言われています。
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文学座初演の『欲望という名の電車』
文学座が杉村春子のブランチに北村和夫のスタンレーで再演を重ねたテネシー・
ウイリアムズ作『欲望という名の電車』は、1953年が日本初演でした。下は同
じく文学座のソーントン・ワイルダー作『クリスマスの正餐』。

新派と新国劇＝「Popular Plays」
ここでは新派と新国劇を「Popular Plays」＝民衆演劇と紹介しています。新
派からは中国清朝の小説の翻案『聊斎志異』、佐藤紅緑作『侠艶録』、火野葦
平作、久保田万太郎演出『花と龍』の3作品が取り上げられました。

劇団民藝、劇団七曜会の「翻訳劇」（Foreign Plays）
民藝のイプセン『民衆の敵』、文学座のアンドレ・ルッサン『あかんぼ頌』とと
もに掲載されたのは、劇団七曜会のアルマン・サラクルー『怒りの夜』。七曜
会には1953年に劇団四季を創設した浅利慶太も所属していました。

新国劇・辰巳柳太郎の『王将』
三部からなる『王将』は、劇団新国劇の俳優・辰巳柳太郎（1905〜1989）
が、大阪の将棋棋士・坂田三吉を主人公にした作品を北條秀司に依頼し、辰
巳の当たり役になった舞台です。北條は演出も担当していました。
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Victor Otake率いる戦後初の学生英語劇団
大学演劇からは東京経済大学の英語劇団が紹介されています。劇団を率いる
アメリカ文学教授の大竹勝、別名ヴィクター大竹は、「演劇は日本の学生が民
主的リベラリズムの大いなる思想に触れるのにふさわしい場だ」と言っています。

1954年当時の「現代演劇」（Modern Plays）
文学座の森本薫『退屈な時間』と三島由紀夫『夜の向日葵』、ぶどうの会の
木下順二『瓜子姫とアマンジャク』『風浪』、民藝の久保栄『日本の気象』、文
学座・俳優座・民藝合同公演の久保田万太郎『鴎』が紹介されています。

日本人振付家によるモダン・バレエ
バレエのページでは日本人によるオリジナル作品、横山はるひ振付『失楽園』

（1950年初演）と石井漠振付『人間釈迦』（1953年初演）が紹介されています。
前者は芥川也寸志、後者は伊福部昭が作曲を担当しました。

国立劇場を目指した「国民劇場」（National Theatre）
新劇3劇団合同公演『鴎』は、文部省が一橋講堂を100日間借り新劇公演に
提供する「国民劇場」プロジェクトの第3回公演でした。国立劇場へと発展さ
せようとする試みでしたが、1953年度のみの開催に終わりました。
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子どもが演じるリアルさを追求した劇団東童
児童演劇からは、1928年設立の児童劇団の草分け、劇団東童の秋田雨雀作

『埋れた春』と青江舜二郎作『月の中には兎がいる』が紹介されています。下
の2作は新児童劇団『トムソーヤの冒険』『アラジンとふしぎなランプ』です。

「吾等のテナー」と呼ばれたオペラ歌手・藤原義江
オペラの冒頭は1953年3月の藤原歌劇団創立20周年公演『カルメン』（新橋演
舞場）。カルメンはこれが当たり役になった川崎靜子（1919〜1982）、ドン・ホ
セは歌劇団を率いた日本オペラの先駆者、藤原義江（1898〜1976）でした。

児童劇団の設立が急増した戦後
右ページには、後のアングラ演劇を牽引する唐十郎（1940〜2024）、佐藤信

（1943〜）も所属していた劇団キューピットの『アルプスの少女ハイジ』、童夢
人形劇団『ヘンゼルとグレーテル』、藤城清治（1924〜）の影絵も見えます。

海外で700回以上蝶々さんを演じた砂原美智子
1947年に藤原歌劇団『ラ・ボエーム』でデビューした砂原美智子（1923〜
1987）。そのわずか4年後に渡仏、1953年にはパリ国立オペラ＝コミック座の
正座員になり、その後、約20年にわたりヨーロッパを舞台に活躍しました。
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ユネスコ本部からの訪問客
後列はユネスコ本部と日本ユネスコ国内委員会の面々、前列は左から二代目
市川猿之助（1888〜1963）、四代目澤村鐵之助（1888～1959）、三代目中村
時蔵（1895〜1959）、六代目中村歌右衛門が並びます。下は猿之助とユネス
コ文化活動局次長で教育学者のプレム・キルパル（Prem Kirpal・1909〜2005）。

「いかにして男性の俳優が女性になるのか……」
この見開きでは、ひとりの歌舞伎俳優が鏡に向かって化粧をはじめ、衣裳を着
て、かつらをつけ、『将門』の傾城如月、実は滝夜叉姫となってスッポンからせ
り上がり、花道へ現れるまでを連続写真で紹介しています。

ITI日本センター会長・高橋誠一郎と 
日本演劇協会会長・久保田万太郎

「国際演劇月」を共催する両協会の会長。「日本演劇の実態を紹介し、国際理
解に貢献するため」、「国際演劇月」参加公演に限らず年間の舞台を広く紹介
する『Japanese Theatre PICTORIAL』をつくったと書かれています。

歌舞伎女形・六代目中村歌右衛門
名前が書かれていませんが、この俳優は六代目中村歌右衛門（1917〜2001）。
華麗かつ気品のある演技で戦後最高峰の女形と呼ばれ、娘役から姫、武家女
房や御殿女中、傾城、世話女房に至るまで、あらゆる役をこなしました。
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イ
タ
リ
ア
政
府
か
ら
外
務
省
を

経
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
へ

　

第
一
回
の
「
国
際
演
劇
月
」
が
開
催

さ
れ
た
一
九
五
二
年
三
月
、
東
京
の
駐

日
イ
タ
リ
ア
政
府
代
表
部
か
ら
日
本
の

外
務
省
に
一
通
の
「N

ote Verbale

」

＝
口
上
書
が
届
き
ま
し
た
。
日
付
は
二

十
八
日
。
口
上
書
と
は
、
国
家
間
あ
る

い
は
国
家
と
国
際
機
関
の
間
で
交
わ
さ

れ
る
外
交
文
書
の
一
種
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日

本
セ
ン
タ
ー
に
残
っ
て
い
る
の
は
そ
の

コ
ピ
ー
で
す
。

　

曰
く
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
演
劇
祭
、『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
』
が
、
日
本
の
カ

ン
パ
ニ
ー
が
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
す
る
可
能
性
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
。

ま
た
同
時
に
日
本
の
舞
台
作
品
に
つ
い

て
の
情
報
と
、
東
京
の
主
な
劇
団
の
連

絡
先
を
求
め
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は

一
八
九
五
年
か
ら
始
ま
り
、
一
九
三
三

年
か
ら
は
演
劇
祭
も
併
催
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
四
号
（
一
九

五
二
年
三
月
発
行
）
に
、「
イ
タ
リ
ア
政

府
か
ら
こ
の
演
劇
祭
へ
（
日
本
の
）
劇

団
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
問

い
合
わ
せ
て
き
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
手
紙
以
前
か
ら
打
診
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

能楽初の海外公演のきっかけをつくった口上書
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

能
楽
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
公
演

　

口
上
書
が
届
い
た
半
年
後
に
発
行
さ

れ
た
「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
六
号
に
「
来
年

度
ヴ
ェ
ニ
ス
国
際
演
劇
祭　

日
本
演
劇

の
出
演
を
希
望
」
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
す
。「
歌
舞
伎
、
能
な
ど
の
出
演
を
希

望
」
し
て
い
て
、
七
月
な
ら
野
外
劇
場
、

九
月
な
ら
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
劇
場
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。「
費
用
に
た
い
し
て
相
当

補
助
し
、
滞
在
中
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
賓
客

と
し
て
待
遇
す
る
」
と
い
う
熱
意
の
こ

も
っ
た
文
言
も
見
え
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、「
推
進
体

と
な
っ
て
」（「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
十
二
号
）

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
予
算
の

目
処
が
立
た
ず
に
中
止
と
い
う
事
態
を

経
て
、
一
九
五
四
年
八
月
、
能
楽
初
の

海
外
公
演
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

 

「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
通
信
」
十
三
号
に
は
、
全
四

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
報
告
の
最
後

に
は
、
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
な
ど
、
ロ
シ
ア

革
命
に
よ
る
亡
命
芸
術
家
の
日
本
公
演

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
た
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
公
演
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ

カ
巡
演
を
請
け
負
う
も
、
交
渉
が
ま
と

ま
ら
ず
「
将
来
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と

な
っ
た
」
と
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「ITI通信」13号（1954年8月25日発行）
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伊
・
仏
・
英
三
カ
国
語
で

全
ペ
ー
ジ
和
紙
に
印
刷

　

公
演
は
、
八
月
六
日
（
プ
レ
ヴ
ュ
ー
）、

七
日
、
八
日
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・

マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
島
に
一
九
五
二
年
に
新

設
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
風
野
外
劇
場
テ
ア

ト
ロ
・
ヴ
ェ
ル
デ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
十
七
名
の
能
楽
団
を
率
い
た
の

は
後
の
喜
多
流
十
五
世
宗
家
・
喜
多
実
。

観
世
流
シ
テ
方
・
二
世
観
世
喜
之
（
一

九
〇
二
〜
一
九
七
七
）、
幸
流
小
鼓
方

十
六
世
宗
家
・
幸こ

う

祥し
ょ
う

光こ
う（

一
八
九
二
〜

一
九
七
七
）
の
ほ
か
、
若
き
日
の
観
世

寿
夫
（
一
九
二
五
〜
一
九
七
八
）、
栄
夫

（
一
九
二
七
〜
二
〇
〇
七
）、
静
夫
（
八

世
観
世
銕
之
亟
・
一
九
三
一
〜
）
の
三

兄
弟
の
名
前
も
見
え
ま
す
。

　

全
四
十
六
ペ
ー
ジ
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
シ
ル
バ
ー
の
イ
ン
ク
を
使
っ
た

美
し
い
表
紙
に
、
中
面
は
長
い
繊
維
を

漉
き
込
ん
だ
薄
い
雲
龍
紙
に
印
刷
さ
れ

た
非
常
に
豪
華
な
も
の
で
す
。
番
組
は

観
音
開
き
に
な
っ
て
お
り
、
舞
台
写
真

が
貼
り
込
ま
れ
た
『
鷺
』『
石
橋
』『
景

清
』
な
ど
の
演
目
解
説
か
ら
能
楽
師
の

略
歴
、
能
楽
の
歴
史
、
舞
台
、
舞
や
所

作
、
音
楽
な
ど
の
解
説
に
い
た
る
ま
で
、

す
べ
て
伊
・
仏
・
英
の
三
カ
国
語
で
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
編
集
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日

本
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。

能楽ヴェネツィア・ビエンナーレ公演プログラム（1954）
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一
九
五
七
年
三
月
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
他
の
企
画
・
運
営
に
よ

る
国
際
演
劇
祭
「
テ
ア
ト
ル
・
デ
・
ナ
シ
オ
ン
」

（Th
éâtre des N

ations

）
の
第
一
回
が
幕
を
開
け
ま

し
た
。「
諸
国
民
演
劇
祭
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
サ
ラ
・
ベ

ル
ナ
ー
ル
劇
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
パ
リ
国
際
演
劇

祭
」
を
前
身
と
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
は
パ
リ
に
世
界

各
国
の
舞
台
芸
術
を
招
聘
し
て
公
演
す
る
劇
場
の
設
立

を
希
望
し
て
お
り
、
一
九
五
五
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ド

ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
世
界
大
会
で
フ

ラ
ン
ス
代
表
か
ら
議
案
が
提
出
さ
れ
、
決
議
さ
れ
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
と
パ
リ
市
は
こ
の
決
議
に
応
じ
、
財
政

的
支
援
を
約
束
、
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
劇
場
を
「
テ
ア

ト
ル
・
デ
・
ナ
シ
オ
ン
」（
諸
国
民
劇
場
）
と
改
称
し

て
、
同
名
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
が
実
現
し
た
の
で
す
。

国際演劇祭「テアトル・デ・ナシオン」
リーフレット（1957）

第 1 回に早くも日本から喜多実率いる能楽団が参加
公演したのは1954年のヴェネツィア・ビエンナーレに引き続き喜多実を団長と
する能楽団。リーフレットに「THEATRE DE NO DE TOKYO」と書かれています。
また、2年後には日本舞踊の二代目花柳壽輔が参加しています。

 フェスティヴァル・ディレクターのA・M・ジュリアン
A・M・ジュリアン（A.-M. Julien・1903〜2001）は、サラ・ベルナール劇場の
支配人だった1954年にパリ国際演劇祭を創設。1920年代にジャック・コポー
の劇団で俳優として活動し、歌手としても大成功を収めた人物です。
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一
九
五
八
年
春
に
発
行
さ
れ
た
『
世
界
演
劇
』
第
七

巻
・
第
一
号
は
、
前
年
の
三
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
二

十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
「
テ
ア
ト
ル
・
デ
・
ナ

シ
オ
ン
」
特
集
号
で
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・

カ
ン
パ
ニ
ー
の
前
身
、
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
＝
ア
ポ
ン

＝
エ
イ
ヴ
ォ
ン
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
記
念
劇
団
公
演

『
タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス
』
か
ら
、
タ
イ
タ
ス

を
演
じ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
と
娘
ラ
ヴ
ィ
ニ

ア
を
演
じ
る
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
。
演
出
は
ピ
ー
タ

ー
・
ブ
ル
ッ
ク
で
す
。
ま
た
、
参
加
公
演
に
は
演
劇
だ

け
で
な
く
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
演
出
家
た
ち
の
作
品
に
つ
い
て
の
原
稿
の
ほ

か
、
哲
学
者
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
に
よ
る

「
古
典
と
し
て
の
ブ
レ
ヒ
ト
」
な
ど
の
論
考
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

ITI発行『世界演劇』の
「テアトル・デ・ナシオン」特集号（1958）

西洋人と日本人の手と目
10ページにわたる能楽を紹介するページの冒頭。ジャン＝ルイ・バローの言葉
が引用されています。「クローデルはいつも膝、指先、視線といったものを演技
の拠り所としていた。彼は日本人の目に強い印象を受けていた」。

ナジュム・バマテの能楽論「七分の動き」
能楽についての論考の筆者はナジム・バマテ（Najm oud-Dine Bammate・
1922〜1985）。アフガニスタン系フランス人の言語学者、イスラム学者で、ユネ
スコの「東洋−西洋プロジェクト」のコーディネーターを務めていました。
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八
年
間
で
公
演
数
は
二
倍
以
上
、

観
客
数
は
四
倍
に

　

一
九
六
一
年
の
テ
ア
ト
ル
・
デ
・
ナ

シ
オ
ン
開
催
を
機
に
、
前
身
の
パ
リ
国

際
演
劇
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
五
四

年
か
ら
数
え
て
七
回
分
の
演
劇
祭
の
概

要
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
国
の
リ
ス
ト
は
一
九
六
一
年
に

初
参
加
す
る
七
カ
国
を
加
え
て
計
四
十

七
カ
国
を
数
え
、
公
演
数
は
二
百
九
十

五
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
中
か

ら
参
加
し
た
公
演
の
主
な
劇
作
家
、
演

出
家
、
作
曲
家
、
振
付
家
、
舞
台
美
術

家
、
俳
優
、
歌
手
、
舞
踊
家
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
出
家
の
ペ
ー
ジ
に
は「
計
二
百
人
以

上
が
参
加
」
と
あ
り
、
リ
ス
ト
の
は
じ
め

に
は
ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト（Berthold 

Brecht

・
一
八
九
八
〜
一
九
五
六
）
の
名

前
が
見
え
ま
す
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
第
一
回
の

パ
リ
国
際
演
劇
祭
に
『
肝
っ
玉
お
っ
母
と

そ
の
子
供
た
ち
』
で
参
加
し
、
最
優
秀

作
品
賞
と
最
優
秀
演
出
賞
を
受
賞
、
こ

の
公
演
で
世
界
的
な
名
声
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
九
六
一
年
の
演
劇
祭
終
了

後
に
出
さ
れ
た
集
計
に
よ
れ
ば
、
一
九

五
四
年
と
六
一
年
を
比
べ
る
と
、
参
加

国
数
は
十
二
か
ら
十
九
に
、
劇
団
数
は

十
二
か
ら
二
十
九
に
、
作
品
数
は
十
二

か
ら
三
十
六
に
、
公
演
回
数
は
四
十
七

か
ら
百
十
二
に
増
え
、
観
客
数
は
約
二

万
五
千
人
か
ら
十
万
二
千
八
百
七
十
四

人
と
、
四
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

7回分の演劇祭を紹介するパンフレット（1961）
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テアトル・デ・ナシオンに参加したアーティストたち

ジョーン・リトルウッド
Joan Littlewood(1914〜2002)
イギリスの演出家

ジェローム・ロビンス
Jerome Robbins(1918〜1998)
アメリカのダンサー・振付家

ピーター・ブルック
Peter Brook（1925〜2022）
イギリスの演出家

エルヴィン・ピスカトール
Erwin Piscator(1893〜1966)
ドイツの演出家

ルキノ・ヴィスコンティ
Luchino Visconti(1906〜1976)
イタリアの映画監督・演出家

ギュンター・レンネルト（左）
Günther Rennert(1911―1978)
オペラ演出家

カール・エーベルト（右）
Carl Ebert(1887–1980)
ベルリン・ドイツ・オペラ劇場監督・演出家

アントン・ドーリン
Anton Dolin(1904〜1983)
イギリスのバレエダンサー・振付家

ヴァルター・フェルゼンシュタイン（左）
Walter Felsenstein(1901〜1975)
オーストリアの演出家

ジャン＝ルイ・バロー（右）
Jean-Louis Barrault(1910〜1994)
フランスの俳優・演出家

モーリス・ベジャール
Maurice Bejart(1927〜2007)
フランスのバレエ振付家

イングマール・ベルイマン
Ingmar Bergman(1918-2007)
スウェーデンの映画監督・演出家
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『国際演劇協会日本センター 小史と名簿 1961』
（1961）

1948（昭和23

A

帝
銀
事
件
／
極
東
国
際
軍
事
裁
判
終
了

B

ガ
ン
ディ
ー
暗
殺
／
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
、第

一
次
中
東
戦
争
勃
発
／
ソ
連
が
ベ
ル
リ
ン
封

鎖
を
開
始
／
大
韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
成
立
／
世
界
人
権
宣
言
が
国

連
総
会
で
採
択

C

民
衆
藝
術
劇
場
第
一
回
公
演
／
山
本
安

英
、木
下
順
二
ら
ぶ
ど
う
の
会
結
成
／
秋
田

雨
雀
ら
舞
台
芸
術
学
院
開
校
／
新
橋
演
舞

場
、名
古
屋
御
園
座
、浅
草
国
際
劇
場
、大

阪
角
座
な
ど
復
興
開
場

D

Ａ
・
ア
ル
ト
ー
没
（
52
歳
）
／
Ｔ
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
『
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
』
ピ
ュ

リ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞

1949（昭和24）

A

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
１
ド
ル
＝
３
６
０
円
の
単
一
為

替
レ
ー
ト
発
表
／
湯
川
秀
樹
博
士
、日
本
人

初
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

B

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
調
印

／
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国
成
立
／
中
華
人
民
共
和
国
建
国

C

俳
優
座
実
験
劇
場
開
始
／
文
学
座
ア
ト

リ
エ
公
演
開
始
／
俳
優
座
が
演
劇
研
究
所

付
属
養
成
所
を
創
設

D

Ｂ
・
ブ
レ
ヒ
ト
が
ベ
ル
リ
ー
ナ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
結
成
／
Ａ
・
ミ
ラ
ー
『
セ
ー
ル
ス
マ
ン

の
死
』（
エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
演
出
）
ト
ニ
ー
賞

演
劇
作
品
賞
、
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
他

1950（昭和25）

A

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
共
産
党
幹
部
の
公
職
追
放
を

指
令
／
金
閣
寺
が
放
火
で
全
焼
／
警
察
予

備
隊
（
自
衛
隊
の
前
身
）
設
置

B

中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
が
締
結

／
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
＝
ア
ピ
ー
ル
採
択
、
核

兵
器
廃
絶
の
国
際
運
動
始
ま
る
／
朝
鮮
戦

争
が
勃
発

C

滝
沢
修
、
岡
倉
士
朗
、
宇
野
重
吉
ら
が

劇
団
民
藝
（
第
二
次
民
藝
）
結
成
／
明
治

座
再
建
開
場

D

ク
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ル
没
（
50
歳
）
／
Ｅ
・

イ
ヨ
ネ
ス
コ
『
禿
の
女
歌
手
』（
ニ
コ
ラ
・
バ

タ
イ
ユ
演
出
）

国
内
外
の
主
な
出
来
事

A

日
本

B

世
界

＊
時
系
列
で
掲
載
／
作
品
名
は
初
演
年

C

日
本
の
舞
台
芸
術

D

世
界
の
舞
台
芸
術
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一
九
五
一
年
に
国
際
演
劇
協

会
日
本
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
十
年
。
一
九
六
一
年
春

に
発
行
さ
れ
た
会
員
名
簿
の
冒

頭
に
は
、
日
本
セ
ン
タ
ー
の
そ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
略

史
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
の
十
二
月
に
は
、
日
本

セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
奔
走
し
、

設
立
後
は
初
代
理
事
長
と
し
て

八
面
六
臂
の
奮
闘
を
続
け
、
当

時
「
日
本
の
演
劇
の
専
門
家
と

し
て
海
外
で
最
も
名
前
の
知
れ

た
人
物
」
と
も
言
わ
れ
た
演
出

家
・
劇
作
家
の
北
村
喜
八
が
亡

く
な
り
、
そ
の
こ
と
も
こ
の
「
略

史
」
を
ま
と
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
略
史
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の
要
請

に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
国

際
演
劇
協
会
が
発
足
し
た
一
九

四
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
各
国
セ
ン
タ
ー
の
数
は

十
二
。
三
年
後
に
は
日
本
セ
ン

タ
ー
が
加
わ
り
、
一
九
六
一
年

に
は
四
十
一
カ
国
に
ま
で
増
え

て
い
ま
し
た
。

　
「
略
史
」
の
あ
と
は
当
時
の
日

本
セ
ン
タ
ー
の
会
員
名
簿
に
な

っ
て
お
り
、
会
長
以
下
の
役
員

百
二
十
三
名
の
役
員
と
会
員
三

百
一
名
、
十
九
の
団
体
会
員
が

名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

1951（昭和26）

A

日
本
が
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
／
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
お
よ
び
日
米
安
全
保
障
条

約
調
印

C

歌
舞
伎
座
復
興
開
場
／
帝
劇
第
一
回
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
ズ
『
モ
ル
ガ
ン
お
雪
』
／
ム
ー

ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
新
宿
座
閉
館
／
加
藤
道
夫

『
な
よ
た
け
抄
』（
菊
五
郎
劇
団
）
／
三
好
十

郎
『
炎
の
人
』（
民
藝
）

D

イ
ヨ
ネ
ス
コ
『
授
業
』
／
Ｊ
＝
Ｐ
・
サ
ル

ト
ル
『
悪
魔
と
神
』

1952（昭和27）

A

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
発
効
、
日

本
は
独
立
を
回
復
（
沖
縄
・
奄
美
・
小
笠
原

は
除
く
）
／
メ
ー
デ
ー
事
件
／
国
際
通
貨
基

金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
加
盟

B

韓
国
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
を
設
定
／
エ
ジ
プ

ト
革
命
勃
発

C

オ
ペ
ラ
『
夕
鶴
』（
團
伊
玖
磨
作
曲
）
／

三
島
由
紀
夫
、近
代
能
楽
集『
綾
の
鼓
』（
俳

優
座
）・『
卒
塔
婆
小
町
』（
文
学
座
）
／
日

劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
場
／
青
俳
結
成

／
藤
原
歌
劇
団
『
蝶
々
夫
人
』で
初
の
海
外

公
演
（
Ｎ
Ｙ
）

1953（昭和28）

A

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始
／
衆
議

院
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
」
／
奄
美
大
島
が
米

か
ら
日
本
に
返
還

B

中
国
が
第
一
次
五
カ
年
計
画
開
始
／
ス

タ
ー
リ
ン
死
去
／
朝
鮮
戦
争
休
戦
協
定
締

結
／
米
韓
相
互
防
衛
条
約
締
結

C

杉
村
春
子
主
演
で『
欲
望
と
い
う
名
の
電

車
』
日
本
初
演
（
文
学
座
）

D

Ｓ
・
ベ
ケ
ッ
ト
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』

／
Ａ
・
ミ
ラ
ー
『
る
つ
ぼ
』
ト
ニ
ー
賞
／
Ｅ
・

オ
ニ
ー
ル
没
（
65
歳
）

1954（昭和29）

A

米
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
被
曝
／
自

衛
隊
発
足
／
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
沈
没

B

第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
終
結

C

劇
団
四
季
旗
揚
げ
公
演
／
岸
田
國
士
没

（
63
歳
）
／
滝
沢
修
主
演
で
『
セ
ー
ル
ス
マ
ン

の
死
』
日
本
初
演
（
民
藝
）
／
『
新
劇
』
創

刊
／
俳
優
座
劇
場
開
場
／
三
期
会
（
現
・

東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
設
立
／
新
人
会

設
立
／
俳
優
座
こ
ど
も
の
劇
場
『
森
は
生
き

て
い
る
』
／
能
楽
初
の
海
外
公
演
（
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
／
手
織
座
旗
揚

げ
公
演
／
青
年
座
旗
揚
げ
公
演

D

Ｔ
・
ラ
テ
ィ
ガ
ン
『
銘
々
の
テ
ー
ブ
ル
』

／
ブ
レ
ヒ
ト
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
白
墨
の
輪
』
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『国際演劇協会日本センター 小史と名簿 1961』
（1961）

1955（昭和30）

A

自
由
民
主
党
結
成
、
五
十
五
年
体
制
始

ま
る

B

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
没
（
76
歳
）
／
ア
ジ

ア
＝
ア
フ
リ
カ
会
議
開
催
／
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

約
機
構
が
成
立

C

芥
川
比
呂
志
主
演
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
文

学
座
）
／
「
都
民
劇
場
」
財
団
法
人
設
立

／
安
部
公
房
『
ど
れ
い
狩
り
』（
俳
優
座
）

／
ア
ー
ニ
ー
・
パ
イ
ル
劇
場
返
還
、
東
京
宝

塚
劇
場
と
し
て
新
装
開
場
／
加
藤
道
夫『
な

よ
た
け
』（
文
学
座
）
完
全
上
演

D

Ｔ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
『
熱
い
ト
タ
ン
屋
根

の
上
の
猫
』
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞

1956（昭和31）

A

経
済
白
書
に
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

／
日
ソ
共
同
宣
言
調
印
、
国
交
正
常
化
／

日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟

B

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
／
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
勃

発
／
第
二
次
中
東
戦
争
勃
発

C

テ
ア
ト
ロ
ン
賞
設
置
／
小
山
祐
士『
二
人

だ
け
の
舞
踏
会
』（
俳
優
座
）
／
秋
浜
悟
史

『
英
雄
た
ち
』（
早
大
劇
団
自
由
舞
台
）
／
新

劇
団
協
議
会
発
足
／
青
山
杉
作
没
（
67
歳
）

／
テ
ア
ト
ル
・
エ
コ
ー
発
足
／
新
宿
、
梅
田

コ
マ
劇
場
開
場

D

Ｅ
・
オ
ニ
ー
ル
『
夜
へ
の
長
い
旅
路
』
／

Ｊ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
『
怒
り
を
込
め
て
ふ
り
返

れ
』
／
ブ
レ
ヒ
ト
没
（
58
歳
）

1957（昭和32）

B

ソ
連
が
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
1
号
の

打
ち
上
げ
に
成
功

C

小
林
一
三
没
（
84
歳
）
／
芸
術
座
開
場

／
関
西
芸
術
座
結
成
／
狂
言
初
の
海
外
公

演
（
パ
リ
国
際
演
劇
祭
）
／
砂
防
会
館
ホ
ー

ル
開
場
／
日
本
俳
優
協
会
発
足

D

Ｒ
・
ボ
ル
ト
『
花
咲
く
チ
ェ
リ
ー
』

1958（昭和33）

A

東
京
タ
ワ
ー
完
成

B

欧
州
経
済
共
同
体
、
欧
州
原
子
力
共
同

体
発
足
／
米
が
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
に

成
功
／
中
国
で
人
民
公
社
設
立
開
始

C

東
京
宝
塚
劇
場
焼
失
／
久
保
栄
没
（
58

歳
）
／
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
開
館
／
矢

代
静
一
『
国
姓
爺
』（
文
学
座
）
／
安
部
公

房
『
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
』（
俳
優
座
）
／

三
好
十
郎
没
（
56
歳
）
／
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座

初
来
日
／
ジ
ロ
ド
ゥ
『
オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
』
日

本
初
演
（
四
季
）
／
日
本
新
劇
俳
優
協
会

発
足

D

E
・
オ
ー
ル
ビ
ー
『
動
物
園
物
語
』
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『
小
史
』
の
最
後
は
、
一
九
六

一
年
二
月
、
新
理
事
長
に
吉
川

義
雄
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
締

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
演
出
家
・

芸
能
評
論
家
の
吉
川
義
雄
（
一

九
〇
七
〜
一
九
八
四
）
は
、
一

九
五
三
年
に
N
H
K
が
テ
レ
ビ

放
送
を
開
始
し
た
年
に
初
代
テ

レ
ビ
局
長
に
就
任
し
、
テ
レ
ビ

の
黎
明
期
を
担
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
理
事
長
就
任
の
二

年
後
の
一
九
六
三
年
に
病
に
倒

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
牽
引
力
を

失
っ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー

の
活
動
は
徐
々
に
滞
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。
機
関
誌
「
Ｉ
Ｔ

Ｉ
通
信
」
は
北
村
喜
八
の
訃
報

を
伝
え
る
三
十
一
号
（
一
九
六

一
年
九
月
発
行
）
の
あ
と
発
行

が
途
絶
え
、
一
九
六
五
年
十
月

に
三
十
二
号
が
発
行
さ
れ
た
の

を
最
後
に
、
次
の
発
行
は
五
年

以
上
が
た
っ
た
、
一
九
七
一
年

三
月
の
復
刊
第
一
号
を
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
一
九
七
一
年
か
ら
は
、

日
本
の
現
代
演
劇
――
劇
団
青

年
座
、
演
劇
実
験
室
天
井
棧
敷
、

結
城
人
形
座
――
を
フ
ラ
ン
ス

の
ナ
ン
シ
ー
国
際
演
劇
祭
へ
紹

介
す
る
な
ど
、
国
際
演
劇
協
会

日
本
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
一
時

代
が
は
じ
ま
る
の
で
す
。

1959（昭和34）

A

皇
太
子
ご
成
婚
パ
レ
ー
ド

B

キ
ュ
ー
バ
革
命
／
国
連
で
児
童
権
利
宣

言
採
択

C

岡
倉
士
朗
没
（
50
歳
）
／
東
京
芸
術
座

発
足
／
田
中
千
禾
夫
『
マ
リ
ア
の
首
』（
新

人
会
）
／
土
方
与
志
没
（
61
歳
）
／
安
部

公
房
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
可
愛
い
女
』（
大
阪

労
音
）
／
東
宝
『
が
め
つ
い
奴
』
二
百
七
十

日
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
／
劇
団
青
年
芸
術
劇
場

（
青
芸
）
結
成

D

ピ
ン
タ
ー
『
ダ
ム
ウ
ェ
イ
タ
ー
』
／
グ
ロ

ト
フ
ス
キ
実
験
劇
場
創
設
／
オ
ー
ル
ビ
ー

『
動
物
園
物
語
』
／
ウ
ェ
ス
カ
ー
『
調
理
場
』

1960（昭和35）

A

新
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印
／
安
保
闘

争
で
東
大
生
死
亡
／
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
開

始
／
社
会
党
浅
沼
委
員
長
刺
殺
／
国
民
所

得
倍
増
計
画
が
閣
議
決
定

B

コ
ン
ゴ
動
乱
勃
発
／
ア
フ
リ
カ
で
十
七
の

国
が
独
立
／
石
油
輸
出
国
機
構
設
立

C

三
島
由
紀
夫
『
熱
帯
樹
』（
文
学
座
）
／

俳
優
小
劇
場
（
俳
小
）
結
成
／
ジ
ャ
ン
＝
ル

イ
・
バ
ロ
ー
来
日
／
ベ
ケ
ッ
ト
『
ゴ
ド
ー
を

待
ち
な
が
ら
』（
安
堂
信
也
訳
・
演
出
）
日

本
初
演
（
文
学
座
）
／
寺
山
修
司
『
血
は
立

っ
た
ま
ま
眠
っ
て
い
る
』（
四
季
）
／
清
水
邦

夫
『
明
日
そ
こ
に
花
を
挿
そ
う
よ
』（
青
俳
）

／
新
劇
初
の
訪
中
公
演
／
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、

秋
元
松
代
『
常
陸
坊
海
尊
』
／
宮
本
研
『
日

本
人
民
共
和
国
』（
職
場
演
劇
合
同
公
演
）

D

Ａ
・
カ
ミ
ュ
没
（
46
歳
）

1961（昭和36）

B

ケ
ネ
ディ
米
大
統
領
就
任
／
ソ
連
が
人
類

初
の
有
人
宇
宙
飛
行
／
東
ド
イ
ツ
が
ベ
ル
リ

ン
の
壁
構
築

C

東
大
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
研
究
会
『
ア
ガ
メ
ム

ノ
ー
ン
』
／
石
川
淳
『
お
ま
へ
の
敵
は
お
ま

へ
だ
』（
俳
優
座
）
／
森
光
子
主
演
、
菊
田

一
夫
脚
本
『
放
浪
記
』（
東
宝
）
／
鈴
木
忠

志
、
別
役
実
ら
新
劇
団
自
由
舞
台
（
後
の

早
稲
田
小
劇
場
）
結
成

D

ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ

ー
（
Ｒ
Ｓ
Ｃ
）
設
立
／
ハ
イ
ナ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
、

東
独
作
家
同
盟
か
ら
除
名

〈
参
考
資
料
〉

新
国
立
劇
場
情
報
セ
ン
タ
ー
「〈
要
点
〉
日
本
演

劇
史
～
年
表
～
」（
2
0
2
0
）
／
国
立
国
会
図

書
館
「
史
料
に
み
る
日
本
の
近
代
」（
2
0
1
0
）

／
第
一
学
習
社
『
グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
イ
ド
最
新
世
界

史
図
表
』（
2
0
2
3
）
ほ
か
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